
後
細

１

目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
と
家
臣
、
家
電

肥
後
細
川
領
の
〃
擬
制
的
〃
知
行
制
（
松
本
）

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
地
方
知
行
制
は
、
正
徳
三
年
の
知
行
所
直
所
務
の
廃
止
に
よ
っ
て
大
き
な
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
藩
政
史
料
の

伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
以
後
知
行
所
は
蔵
納
化
さ
れ
藩
士
に
は
手
取
米
支
給
と
い
う
形
で
の
給
与
が
続
く
。
と
こ
ろ
が
地
方
文
密
の
中
に
は
幕

末
ま
で
地
方
知
行
の
史
料
が
散
見
さ
れ
、
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
藩
政
史
料
か
ら
も
知
行
所
直
所
務
が
廃
止
さ
れ
た
あ
と
で
も
し

ば
し
ば
知
行
所
に
関
す
る
政
策
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
知
行
政
策
の
よ
う
な
領
国
支
配
・
家
臣
統
制
の
中
心
的
政
策
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
矛

盾
し
た
政
策
が
取
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
１
）

肥
後
細
川
領
の
研
究
の
中
で
、
地
方
知
行
の
問
題
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
解
明
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
た
け
れ

ど
、
そ
の
研
究
領
域
は
ほ
賀
成
立
期
に
限
ら
れ
、
知
行
所
直
所
務
の
廃
止
に
ふ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
矛
盾
に
つ
い
て
問
題
に
さ

れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
知
行
制
の
問
題
が
幕
藩
制
社
会
を
解
明
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ

る
な
ら
ば
、
し
か
も
、
そ
れ
が
幕
藩
制
社
会
に
規
定
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
成
立
期
の
研
究
で
完
了
し
た
と
は
云
え
な
い
。
や
は
り

当
藩

の
知
行
制
を
近
世
全
期
に
捉
え

↑
そ
の
中
で
時
期
々
々
の
実
態
と
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
は
ま
ず
肥
後
細
川
領
に
お
け
る
知
行
制
を
、
近
世
全
期
に
亘
っ
て
追
跡
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
、
藩
の
知
行
政
策
と
家
臣
の
対
応
に

目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
と
家
臣
、
家
臣
と
知
行
所
と
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

肥
は
し
が
き

川

領
の
〃
擬
制
的
〃
知
行

制

松
本
寿
三
郎



◎、へＣ○

す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
ご
と
く
、
肥
後
細
川
領
に
お
け
る
家
臣
の
形
態
は
知
行
取
（
給
人
）
・
切
米
扶
持
米
取
に
大
別
さ

れ
、
知
行
取
は
さ
ら
に
地
方
知
行
取
・
蔵
米
知
行
取
・
擬
作
取
の
三
様
が
あ
る
。
ま
た
家
格
と
し
て
一
門
・
旧
知
・
新
知
・
寸
志
と
中
小
姓
席

が
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
に
よ
っ
て
家
臣
各
個
は
そ
の
地
位
を
保
た
れ
て
い
た
。
本
藩
家
臣
の
知
行
高
を
侍
帳
に
よ
っ
て
示
せ
ば
第
１
表
の
よ
う

に
な
る
。
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一
一

ｍ
ロ

②
ロ

３

（
２
）

史
料
と
し
て
用
い
た
「
侍
帳
」
は
い
ろ
い
ろ
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
本
稿
で
は
す
べ
て
「
侍
帳
」
で
統
一
す
る
こ
と
に
す
る
．

第
１
表
に
よ
っ
て
本
藩
の
家
臣
団
構
成
を
、
知
行
取
を
中
心
と
し
て
概
観
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
第
一
に
全
体
と
し
て
知
行
取
数
は
徐
々
に
増

加
し
て
い
る
。
元
和
九
年
の
侍
数
は
肥
後
入
国
前
の
こ
と
で
、
小
倉
一
一
一
十
万
石
で
あ
っ
た
か
ら
少
な
い
の
は
別
と
し
て
、
寛
文
四
年
の
数
値
が

極
端
に
低
い
の
は
史
料
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
問
題
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
肥
後
に
入
国
し
て
か
ら
は
ほ
鷺
九
○

○
か
ら
一
○
○
○
程
肇
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
．

肥
祷
堀
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）
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肥
緩
細
川
噸
の
，
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

一
第
一
一
の
塚
臣
の
分
布
に
つ
い
て
み
る
と
一
○
○
○
石
以
上
の
知
行
取
は
一
○
％
強
で
あ
り
な
が
ら
、
知
行
高
で
は
全
給
知
高
の
五
七
％
を
知

刈
（
４
）

一
行
し
て
い
る
。
反
面
三
○
○
石
以
下
の
下
級
知
行
取
が
ほ
蟹
八
○
％
を
占
め
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
数
は
徐
々
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

第
三
に
五
千
石
以
上
の
上
級
知
行
取
に
つ
い
て
は
内
部
で
は
分
知
・
別
途
取
琴
が
な
さ
れ
、
家
集
団
（
一
族
）
と
し
て
は
知
行
高
が
増
加

し
た
こ
と
に
な
る
が

》
塗
級
知
行
取
の
家
と
し
て
は
ほ
凌
家
が
固

化
し
、
“
知
行
高
に
も
変
動
が
み
ら
れ

。

第
四
に
家
臣
団
構
成
上
の
大
き
な
変
化
と
し
て
宝
永
年
間
以
後
に
お
け
る
擬
作
取
の
増
加
が
指
摘
で
き
る
。

鎌
田
氏
は
宝
暦
期
以
後
の
擬
作

の
増
加
を
指
摘
し
、
「
擬
作
は
石
高
表
示
さ
れ
る
が
、
恐
ら
く
土
地
の
指
定
は
な
く
実
質
的
に
は
蔵
米
取
と
変
ら
な
か
っ
た
『
ど
さ
れ
、
西
山

氏
は
擬
作
は
宝
暦
の
禄
制
改
革
の
一
環
で
は
な
く
一
種
の
職
務
職
些
推
定
さ
れ
た
が
と
も
に
そ
の
起
源
・
実
態
に
つ
い
て
は
何
に
も
述
べ
る
と

こ
ろ
が
な
く
卿
擬
作
は
「
世
減
之
規
矩
」
と
関
連
あ
る
も
の
と
考
え
る
点
は
一
致
し
て
い
る
。
即
ち
新
知
百
石
の
相
続
に
つ
い
て
の
最
低
保
障

袋
。

高
と
し
た
か
否
が
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
聖
で
は
擬
作
の
設
定
時
間
と
職
務
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
擬
作
の
語
の
初
見
は
延

宝
八
年
の
知
行
直
所
務
廃
止
に
関
連
し
て
「
従
来
、
江
戸
へ
家
老
中
井
大
身
の
衆
通
さ
れ
る
刻
、
知
行
高
の
か
ま
い
な
く
、
六
○
○
○
石
分
の

（
８
）

御
擬
作
に
し
た
か
ら
、
拝
借
無
之
て
は
不
成
儀
、
今
か
ら
は
知
行
高
相
応
に
仰
付
ら
れ
可
然
」
と
あ
る
。
こ
の
六
○
○
○
石
は
慶
安
四
年
に
定

ヂ

》
。
。

（
９
）

め
ら
れ
た
家
老
の
上
府
中
の
振
舞
造
作
料
で
あ
る
か
ら
、
家
格
に
関
す
る
も
の
で
な
く

蔵
米
を
支
給
す
る
と
い
う
程
度
の
意
味
か
も
知
れ
な

い
が
、
地
方
直
所
務
を
廃
止
し
た
延
宝
八
年
に
擬
作
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
、
充
分
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
五
年
後
の
貞
享

一
一
年
に
は
擬
作
百
五
十
石
の
農
宇
左
衛
門
が
追
放
鈍
れ
て
い
る
の
で
す
で
に
こ
の
時
点
で
擬
作
の
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
以

後
増
加
の
一
・
趣
を
た
ど
っ
て
い
る
。
宝
暦
以
前
に
は
擬
作
百
五
十
石
の
例
も
あ
る
が
、
の
ち
に
は
殆
ん
ど
百
石
と
な
っ
て
い
る
。

、
卸
．
（
岨
）
。

■
●
申

擬
作
と
職
米
取
は
幕
末
ま
で
併
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
性
格
の
差
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
蔵
米
取
は
職
務
上
地
方
知
行
と

の
間
に
は
特
別
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
う
ち
俵
取
は
宝
永
以
後
の
侍
帳
で
は
長
岡
を
称
す
る
一
門
に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘

、
《
四
》

で
き
よ
う
ｐ
》
堂
永
以
前
で
は
正
保
四
年
米
田
左
馬
允
が
一
一
．
○
○
○
俵
支
給
さ
れ
、
寛
文
九
年
に
は
長
岡
左
近
元
知
が
病
に
よ
り
上
知
し
て
一
一
○
・

○
○
俵
支
給
さ
れ
て
い
る
。
左
馬
允
は
父
長
岡
監
物
が
家
老
と
し
て
健
在
で
あ
り
自
ら
も
嫡
子
な
が
ら
家
老
見
習
の
任
に
あ
っ
て
給
せ
ら
れ
た



第３表

－５

も
鰯
で
あ
り
、
・
元
知
は
光
尚
の
弟
で
家
老
五
○
○
○
石
で
あ
っ
た
が
心
陽
明
学
の
禁
に
関
連
し
て
家
老
職
を
除
か
れ
隠
尉
琴
せ
ら
れ
だ
も
の
で

あ
る
。
長
岡
左
七
郎
は
…
門
図
脅
の
弟
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
俵
取
は
一

門
お
裳
ぴ
世
襲
家
老
の
分
家
に
給
せ
ら
れ
る
ほ
か
嫡
子
・
ぴ
隠

居
に
一
時
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

・
・

宝
永
年
胤
嘩
は
五
○
○
石
以
上
の
蔵
米
取
と
し
て
長
岡
少
進
以
下
八
人
が
み
え
鞭
（
第
２
表
）
や
新
知
志
水
主
水
と
薮
田
八
郎
左
術
門
を
除
け

ば
一
門
お
よ
び
家
老
の
家
で

》
隠
居
・
父
健
在
の
嫡
子
ざ
一
一
男
で
あ
る
。
俵
取
と
と
も
に
一
時
的
あ
る
い
は
特
別
な
地
位
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。

〃
五
○
○
石
以
下
の
蔵
米
取
と
擬
作
取
の

職
務
を
比
較
し
た
も
の
が
第
３
表
で
あ
る
＊

が
、
擬
作
取
の
数
的
増
加
だ
け
で
な
く
、

第:2表 宝永年間の蔵米取

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的

知
行
制
（
抵
本
）

■｡ ● ・・

蔵米取 (500石以下）と擬作取
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－６'一

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
。
知
行
制
（
松
本
）

宝
永
期
に
あ
っ
て
蔵
米
取
の
職
務
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
享
保
以
後
に
擬
作
取
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
職
務
は
専

門
的
才
能
・
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
も
多
く
初
代
は
そ
の
力
型
に
よ
っ
て
登
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
世
減
之
規
矩
」
に
よ
り
擬
作

（
肥
）

取
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
擬
作
取
は
も
と
も
と
新
知
知
行
取
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
方
知
行
に
直
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
地
方
知
行
か
ら
落
席
す
る
こ
と
も
あ
り
、
御
中
小
姓
か
ら
登
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
と
い
う
こ
と
で
、
最
も
変
化
が
多
い
階
届
で
あ
る
。

文
化
九
年
に
過
去
二
○
年
間
の
新
知
・
減
知
増
減
し
ら
奇
渉
行
わ
れ
た
が
、
擬
作
取
に
つ
い
て
は

御
擬
作
取
を
地
面
に
直
さ
れ
た
者
五
○
人

御
擬
作
取
を
蔵
米
に
直
さ
れ
た
者
八
人

御
中
小
姓
よ
り
御
擬
作
下
さ
る
者
一
八
一
人

地
面
か
ら
御
擬
作
取
へ
五
一
人

蔵
米
か
ら
御
擬
作
取
へ
五
人（昭
）

擬
作
取
跡
目
御
中
小
姓
井
御
擬
作
差
上
九
○
人

と
可
成
り
の
変
動
が
み
ら
れ
る
。
文
化
年
間
は
す
で
に
「
世
減
之
規
矩
」
の
適
用
段
階
で
あ
る
が
、
こ
の
調
査
で
の
区
分
を
み
る
と
、
新
知
・

加
増
Ｉ
知
行
取
、
御
擬
作
取
へ
御
中
小
姓
の
三
段
階
に
分
け
て
お
り
、
擬
作
取
は
一
種
の
家
格
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
収
入
に
つ
い
て
、
御
中
小
姓
方
御
擬
作
下
さ
る
分
一
七
一
人
高
一
七
一
○
○
石
に
つ
い
て
「
高
百
石
二
弐
拾
七
石
手
取
二
〆
本
行
之

通
、
拾
七
石
手
取
之
御
知
行
高
二
直
、
二
万
七
千
百
五
拾
八
石
壱
斗
余
ニ
相
当
侯
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
擬
作
取
は
知
行
所
を
与
え
ら
れ
な
か

っ
た
代
り
に
手
取
に
お
い
て
は
は
る
か
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
と
云
え
よ
う
。
但
し
擬
作
取
は
狭
義
の
家
格
で
あ
っ
て
広
い
意
味
で
は
知
行
取
に

．
＄
》

属
す
る
。
こ
れ
を
「
知
行
取
格
」
と
呼
ん
で
よ
い
か
問
題
で
あ
ろ
う
。

第
五
に
宝
暦
以
後
に
お
い
て
寸
志
に
よ
る
地
方
知
行
・
蔵
米
知
行
が
出
現
し
漸
増
の
傾
向
に
あ
る
点
で
あ
ろ
う
。
本
藩
で
は
享
保
一
七
年
に

《
釦
》
、

御
勝
手
向
差
支
え
の
対
策
と
し
て
町
在
に
寸
志
知
行
拝
領
を
許
可
し
て
い
る
。
寸
志
は
藩
財
政
の
逼
迫
を
背
景
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
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－７－

の
初
見
は
天
和
三
年
（
一
六
八
一
一
一
）
益
城
郡
矢
部
町
の
浪
人
伴
弥
一
右
衛
門
が
現
米
三
○
Ｑ
石
上
納
、
宝
永
六
年
川
尻
町
木
村
安
右
衛
門
峰
上

野
常
憲
院
仏
殿
手
伝
に
際
し
、
銀
四
○
○
貫
差
上
げ
て
知
行
七
○
○
石
を
下
さ
窪
。
つ
い
で
享
保
二
○
年
小
川
町
町
人
坂
口
屋
嬢
新
平
は
米

一

○
○
俵
の
寸
志
に
よ
り
七
人
扶
持
を
給
さ
れ
た
が
、
役
席
苗
字
は
許
さ
れ
な
か
つ
だ
と
い
う
。
そ
の
宝
暦
年
間
に
「
寸
志
規
矩
」
が
設
定

第４表弥富家における代々の寸志

代 名前 業頼．

旧生織嘉右衛門

〃清蔵

永富四郎兵衛

〃藤三郎

〃茂次右衛門

〃安之丞

〃千左衛門

" .、四郎兵衛

〃 千左衛礎

〃四郎漕

１，西浪人

農

質屋営業、宝永６上野仏殿造営御用９貫目差出

享保９～１７銀子差上、享保１７村方取救

元文３参勤御用米40石差出．

寛保２～４寸志銀７貢500差上､.村方取救

延享２銀10貢500差上一→７人扶持、歩御使番役

〃３米10石､銀5貫差上一→2人扶持加増､御中小摺

寛延２銀25貫差上一→高80石地面､御留守居御番弗

宝暦６家督蔵米80石御留守居御知行取

〃１１上野仏殿手伝銀30枚差差上

明和元作事所焼失､銀100枚差上一御留守居御番戎

〃３～７村民取救米粟、御上金手伝金15両差上

寛政３．家督蔵米80石御留守御番方

〃 村方取救． 銀差上一→蔵米50石加増

〃９才覚銭18貫寸志､享保２御銀所潰方寸志嘘

文化２寛政９よりの寸志に対し－→蔵米70石加増

〃３御類焼10貫目､､文化７手当米80俵差上

卿文政２～天保２日光御手伝13貫、非常天災７貢、
：関東川筋手伝３貫差上

天保２家督蔵米200石御留守居御番方

〃８－安政７感戴寸志栗50俵､非常凶作粟15俵銀鉱

西丸手伝７貫→御郡方奉行支配御留守居御番方lＩ

白金邸類焼金10両、村方取救粟101俵

相州手当銭50賃

万延元家督蔵米100石
御郡方奉行支配．
御留守居御番方

〃～文久３相州警愉20質村方取救粟20俵

元治元罪有御知行召上

慶応元１０人扶持御留守居御中小姓

〃２百貫石御蔵普舗230両一→
御郡方奉行支配
御留守居御番方‘
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さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
寸
志
額
に
応
じ
た
地
位
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
狸
》

通
常
寸
志
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
武
士
の
階
層
と
し
て
は
郷
士
格
で
あ
る
が
、
木
村
安
右
衛
門
の
よ
う
な
破
格
の
寸
志
に
よ
っ
て
士
席
Ⅱ
知
行

取
へ
進
席
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
上
益
城
沼
山
津
手
永
沼
山
津
村
弥
富
霊
か
事
例
を
示
せ
ば
、
第
４
表
の

よ
う
に
代
々
寸
志
を
差
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
知
行
取
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
弥
富
家
は
農
業
を
営
む
か
た
わ
ら
質
屋
を
経
営
、
蓄
積
し
た
米

穀
金
銀
を
村
方
救
済
お
よ
び
寸
志
献
上
し
て
ａ
ま
ず
延
享
二
年
七
人
扶
持
歩
御
使
番
役
に
つ
き
、
さ
ら
に
寸
志
を
重
ね
て
、
五
代
茂
次
右
衛
門

は
寛
延
二
年
に
は
高
八
十
石
地
方
知
行
取
に
進
席
し
た
。
こ
の
時
の
知
行
所
は

ぺ
益
城
郡
之
内
中
村
，
六
八
石
七
斗
六
升
七
合
弐
勺
五
才

、
菊
池
郡
之
内
広
瀬
古
閑
村
一
一
石
二
斗
三
升
弐
合
七
勺
五

．
！

．
《
別
）
・

、
御
留
守
居
御
番
方
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う
。
宝
暦
一
一
二
年
頃
の
侍
帳
に
は
「
八
拾
石
御
》
蔵
前
岬
銅
需
嘘
弥
富
安
之
丞
」
と
あ
る
。
六
代
安

之
丞
の
履
歴
と
一
致
す
る
。
彼
は
さ
ら
に
寸
志
上
納
し
て
御
留
守
居
御
番
方
に
昇
進
し
た
と
い
う
。
寸
志
知
行
取
が
御
留
守
居
御
知
行
取
か
ら

第５表寸志知行取の継承

方
に
昇
進
し
た
と
い
う
。
寸
志
知
行
取
が
御
留
守
居
御
知
行
取
か
ら

御
留
守
居
御
番
方
の
職
に
つ
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
御
留
守
居

御
番
方
の
場
合
確
認
が
困
難
な
の
で
、
御
留
守
居
御
知
行
取
の
肩
書

あ
る
も
の
を
抜
雷
し
て
み
る
と
第
５
表
の
一
三
人
が
得
ら
れ
る
。
侍

帳
で
は
寸
志
と
表
現
せ
ず
、
当
時
は
御
留
守
居
御
知
行
取
と
云
え
ば

寸
志
と
判
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
の
侍
帳
で
は
例
外
な
く
寸
志
と
い

う
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
数
が
増
す
に
つ
れ
て
家
格
を
明
ら
か
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
註
志
に
よ
る

知
行
激
で
あ
っ
て
も
、
《
知
行
取
と
し
て
の
格
を
得
た
以
上
知
行
の
配

知
を
う
け
、
職
務
を
分
担
し
、
以
前
か
ら
の
知
行
取
と
何
壌
差
別
さ

．－８＝

..宝暦１３ 文久２

永山甚十郎400石

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
７
５

４
３
２
２
１

衛
門
門
郎
夫
燕
鋤

潅
露
鋪
睡
継
瀬
三

勘
甚

良
謬
本
村

井
・
尾

尻
島

江
尾
木
吉
松
野
西
Ｊ倉永亀之丞５０

弥富安之丞(蔵)８０

美野部孫九郎(〃)５０

吉津儀右衛門(不明）

石
八郎助４００

.十郎３００

胃之 猫
蔵）

250

甚次２００

市右衛門２００

亀次６５０
（唾）

丈太郎１００

(鴎）

小次郎５０

仙左赫錨０
１〃）

宅右衛ドヨ５０

次右術門８００



’一

れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
あ
）

寸
志
知
行
取
の
一
人
で
あ
る
二
○
○
石
木
村
甚
左
衛
門
は
代
々
玉
名
郡
高
瀬
町
の
豪
商
で
あ
っ
た
。
二
代
目
甚
次
一
一
○
○
石
の
知
行
所
は
、

玉
名
郡
の
う
ち
内
田
手
永
高
野
輔
・
中
富
手
永
上
小
柳
村
・
小
田
手
永
寺
田
村
・
青
野
村
・
一
山
鹿
郡
の
う
ち
山
鹿
手
永
芋
生
村
の
五
抗
所
で
あ

り
、
上
小
柳
村
で
は
四
六
石
六
斗
余
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で

こ
の
点
で
は
従
来
か
ら
の
知
行
取
と
全
く
同
等
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
。

寸
志
知
行
取
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、
家
格
が
ど
の
よ
う
に
位
睡
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
寸
志
知
行
取
の
出
自
は
享
保
一
七

年
の
法
令
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
町
在
居
住
民
ｌ
商
・
農
で
あ
り
、
知
行
取
と
し
て
の
職
掌
は
同
等
で
あ
っ
て
も
「
寸
志
」
と
い
う
カ
ッ
コ
付
き

の
知
行
取
で
あ
る
か
ら
、
旧
知
・
新
知
よ
り
一
段
低
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
、
そ
の
こ
と
は
寸
志
知
行
取
が
留
守
居
御
知

行
取
な
い
し
留
守
居
御
番
方
に
属
し
、
決
し
て
そ
れ
以
外
の
席
に
つ
か
な
い
こ
と
で
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
一
方
擬
作
取
は
一
代
限
り
で
御
中
小

姓
へ
の
落
席
が
原
則
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
家
格
と
し
て
極
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
寸
志
知
行
取
の
家
格
が
よ
り
上
位
に
位
置
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
擬
作
か
ら
寸
志
の
家
に
な
っ
た
例
と
し
て
、
緒
方
＋
良
の
場
合
に
は
「
祖
父
宝
暦
年
中
有
功
テ
擬
作
百
石
被
下
候

（
麺
）

処
、
父
弁
当
代
継
目
寸
志
銀
上
納
連
綿
二
付
寸
志
之
家
二
成
ル
」
と
あ
る

寸
志
御
知
行
取
は
継
目
寸
志
に
よ
っ
て
家
格
が
保
て
る
が
、
擬
作
取
は
武
芸
抜
群
ほ
か
特
別
の
事
情
が
な
け
れ
ば
相
続
で
き
な
い
地
位
で
あ

る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
性
格
の
相
違
で
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
と
し
て
も
寸
志
知
行
取
の
家
が
安
定
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

寸
志
知
行
取
で
も
知
行
取
と
し
て
番
方
に
出
仕
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
居
住
に
関
す
る
規
定
は
見
当
ら
な
い
。
文
久
の
侍
帳
に
は
寸
志
知
行

取
の
一
部
に
そ
の
在
所
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
佐
敷
・
長
洲
・
松
橋
・
伊
倉
・
沼
山
津
・
鏡
・
山
鹿
新
町
の
ほ
か
熊
本
の
各
町
で
あ

り

，
恐
ら
く
出
身
地
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
寸
志
知
行
取
は
寸
志
に
よ
っ
て
登
用
さ
れ
た
後
も
在
所
に
居
を
櫛
え
、
も
と
も
と
の
家
業
に

（
訂
》

従
事
す
る
と
い
う
一
一
面
性
を
持
っ
て
い
た
９
宝
暦
期
以
後
寸
志
に
よ
る
在
郷
御
家
人
の
増
十
〈
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
単
に
在
地
の
問
題
と
し

て
だ
け
で
な
く
家
臣
団
構
成
の
中
で
も
寸
志
知
行
取
は
増
大
し
つ
漢
あ
っ
た
。
：

本
藩
家
臣
団
の
構
成
は
宝
暦
改
革
に
関
連
し
て
、
旧
知
・
新
知
の
家
格
が
立
て
ら
れ
、
相
続
に
差
異
が
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
志
幕
末
に
は

肥
後
細
川
領
の
心
擬
制
的
。
知
行
制
（
松
本
）
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肥
後
細
川
領
の
。
擬
制
的
・
知
行
制
（
松
本
）

丹
後
以
来
・
青
龍
寺
以
来
・
豊
前
以
殉
涯
ど
さ
ら
に
細
か
な
家
柄
の
設
定
が
現
れ
て
く
る
。
家
臣
団
構
成
が
多
様
化
さ
れ
し
か
も
藩
政
維
持
の

中
核
が
実
務
に
携
わ
る
擬
作
取
に
移
り
、
、
藩
財
政
打
開
の
道
を
寸
志
知
行
取
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
何
ら
具
体
的
に
藩
政
に
貢
献
し
得
な

い
旧
知
層
は
自
ら
の
存
在
理
由
を
失
う
に
至
る
の
で
あ
り
、
こ
換
に
旧
知
層
は
新
知
・
寸
志
知
行
取
層
に
優
越
す
る
地
位
を
保
つ
理
由
を
先
祖

の
業
績
に
求
め
る
に
至
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注
（
１
）
、
森
山
恒
雄
「
藩
体
制
の
硫
立
過
程
ｌ
肥
後
藩
に
お
け
る
知
行
政
策
」
（
九
州
史
学
第
３
号
）
「
郷
村
制
と
地
方
知
行
制
の
関
係
ｌ
肥
後
藩
に
お
け
る

地
方
知
行
政
策
を
中
心
と
し
て
」
（
同
上
第
六
号
）
「
肥
後
藩
統
治
に
関
す
る
一
賦
践
’
八
代
城
番
を
め
ぐ
っ
て
」
（
地
方
史
研
究
四
四
号
）
、
『
地

方
知
行
』
の
一
考
察
」
（
「
肥
後
細
川
藩
の
研
究
」
）
、
鐙
田
浩
「
肥
後
藩
の
給
知
制
ｌ
肥
後
藩
武
士
相
続
法
研
究
序
脱
ｌ
」
（
法
文
餓
鎚
第
枢
号
法

科
篇
）
、
「
近
世
相
続
法
の
特
色
ｌ
熊
本
藩
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
法
制
史
研
究
渦
）
、
西
山
禎
一
「
肥
後
細
川
藩
初
期
の
給
地
の
分
布
に
つ
い
て
」

（
「
肥
後
細
川
藩
の
研
究
」
）
「
知
行
替
地
の
一
考
察
Ｉ
肥
後
藩
首
席
家
老
松
井
氏
に
つ
い
て
」
（
九
州
史
学
二
六
号
）
、
「
扇
蔭
令
ｌ
熊
本
藩
に
お

．
け
る
武
士
相
続
法
」
（
都
城
高
専
研
究
報
告
第
５
号
）
「
宝
暦
期
熊
本
藩
に
お
け
る
旧
知
と
新
知
の
分
布
に
つ
い
て
」
（
都
城
高
専
研
究
報
告
第
九

号
）
以
下
副
題
は
省
略
す
る
。

０
。
●
台
◆
●
①
■
●
■

（
２
）
、
元
和
九
芙
亥
年
「
豊
前
於
小
愈
御
侍
根
」
熊
本
市
森
下
功
氏
蔵

慶
安
元
年
「
真
源
院
様
御
代
御
侍
免
撫
綴
」
熊
本
県
立
図
番
館
蔵

寛
文
四
年
六
月
「
御
侍
根
」
熊
本
大
学
図
宙
館
寄
托
「
永
宵
文
庫
」

元
禄
十
四
年
「
御
侍
帳
」
全
右

宝
永
五
年
「
肥
陽
賭
士
鑑
」
熊
本
市
松
本
雅
明
氏
蔵

享
保
八
年
（
写
）
（
「
肥
後
藩
御
侍
鰻
」
）
熊
本
市
錘
田
浩
氏
蔵

（
宝
暦
十
三
年
）
「
御
国
中
御
侍
以
呂
波
寄
」
熊
本
市
森
下
功
氏
蔵

文
化
十
三
年
「
肥
後
細
川
様
家
中
御
知
行
如
全
」
阿
蘇
郡
小
国
町
後
藤
美
道
氏
蔵

天
保
四
年
「
肥
後
新
旧
御
知
行
所
附
」
阿
蘇
郡
南
小
国
町
高
橋
国
男
氏
蔵

文
久
二
年
十
二
月
十
六
日
写
「
肥
後
世
襲
士
籍
」
熊
本
市
木
下
嘉
八
氏
蔵

．
（
３
）
、
絵
人
数
・
知
行
高
は
鎌
田
浩
氏
「
肥
後
藩
の
給
知
制
ｌ
肥
後
藩
武
士
相
続
法
研
究
序
説
」
が
利
用
さ
れ
た
度
支
菜
函
の
数
値
と
一
致
し
な
い
が
、

》
．
「
侍
根
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
給
人
数
・
知
行
高
に
つ
い
て
は
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が

本
稿
で
は
侍
鰻
の
数
値
に
従
う
こ
と
に
す
る

（
４
）
、
西
山
禎
一
「
知
行
替
地
の
一
考
察
」

（
５
）
、
西
山
禎
一
「
宝
暦
期
熊
本
藩
に
お
け
る
旧
知
と
新
知
の
分
布
に
つ
い
て
」



（
旧
）
、
「
熊
本
藩
年
表
穂
」
六
八
ペ
ー
ジ

（
側
）
、
「
全
右
」
八
八
ペ
ー
ジ
、
高
野
和
人
「
北
島
雪
山
の
生
涯
」

（
相
）
、
「
肥
陽
賭
士
鑑
」

（
帖
）
、
西
山
禎
一
「
飼
蔭
令
」

（
〃
）
、
熊
本
県
史
料
集
成
第
一
一
集
「
肥
後
藩
の
政
治
」
一
八
七
ペ
ー
ジ

（
旧
）
、
「
寛
政
四
年
ｊ
文
化
八
年
迄
二
十
ヶ
年
之
間
御
加
地
減
知
井
御
擬
作
取
御
中
小
姓
等
増
減
し
ら
べ
根
」
永
宵
文
庫

（
杓
）
、
西
山
禎
一
「
扇
蔭
令
」
、
知
行
取
格
の
性
格
が
判
然
と
し
な
い
が
、
侍
帳
の
記
戦
で
は
擬
作
取
は
知
行
取
と
同
格
で
あ
り
、
閏
蔭
令
で
知
行
取
格
と

す
る
も
の
は
鈴
木
平
七
郎
以
下
五
家
で
あ
り
、
知
行
取
そ
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
「
知
行
取
格
」
に
入
れ
て
し
ま
う
の
は
差
控
え
た
い
つ

（
別
）
、
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
一
四
六
ペ
ー
ジ

（
剛
）
、
下
益
城
郡
城
南
町
「
城
南
町
史
」

（
駆
）
、
森
田
賊
一
「
近
世
の
郷
士
制
、
特
に
金
納
郷
士
の
性
格
」
（
「
肥
後
細
川
藩
の
研
究
」
）

（
四
）
、
前
掲
「
肥
後
藩
の
政
治
」

－１１－

寛
永
九
年
（
一
六
三
一
一
）
十
一
一
月
肥
後
に
入
国
し
た
細
川
忠
利
が
ま
ず
当
面
し
た
こ
と
は
、
領
内
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
こ
れ
を
家
臣
団

へ
適
正
に
知
行
配
分
し
て
領
国
支
配
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
彼
は
新
た
に
郡
村
支
配
の
た
め
の
「
御
国
之
惣
奉
行
」
職

肥
後
細
川
領
の
。
擬
制
的
・
知
行
制
（
松
本
）

（
６
）
、
鎌
田
浩
「
近
世
武
士
相
続
法
の
特
色
」

（
７
）
、
西
山
禎
一
「
閏
蔭
令
」

（
８
）
、
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
一
○
四
ペ
ー
ジ

（
９

、
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
七
二
ペ
ー
ジ

（
㈹
）
、
「
慶
安
三
年
ヨ
リ
元
禄
四
年
迄
、
御
暇
被
遣
候
御
侍
之
名
附
」
永
宵
文
庫

（
Ⅱ
）
、
注
６
に
同
じ

（
枢
）

・
注
畑
参
照

（
別
）
、
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
而

（
剛
）
、
下
益
城
郡
城
南
町
「
城
壷

（
駆
）
、
森
田
賊
一
「
近
世
の
郷
十

（
四
）
、
前
掲
「
肥
後
藩
の
政
治
」

（
別
）
、
「
御
家
中
御
侍
以
呂
波
塞

（
弱
）
、
松
本
雅
明
「
万
延
元
年
率

（
恥
）
、
「
肥
後
世
襲
士
族
」

（
刀
）
、
森
田
賊
一
「
前
掲
鯖
文
」

（
配
）
、
「
宵
魂
寺
以
来
面
々
」

「
御
家
中
御
侍
以
呂
波
寄
」

松
本
雅
明
「
万
延
元
年
遣
米
使
節
航
米
記
解
題
」
・
天
保
頃
の
「
御
家
中
知
行
六
」
熊
本
市
森
下
功
氏
蔵

二
、
撫
高
制
に
つ
い
て 「
丹
後
以
来
面
々
子
孫
」
永
腎
文
庫



１２

肥
後
細
川
領
の
ｐ
擬
制
的
虻
知
行
制
（
松
本
）

（
”
）

を
設
け
、
田
中
兵
庫
・
牧
丞
大
夫
・
宗
像
清
兵
衛
の
三
人
を
こ
れ
に
任
じ
、
郡
奉
行
、
“
代
官
以
下
の
統
轄
領
内
の
把
握
に
当
ら
せ
た
。
混

郡
村
に

は
一
器
先
づ
諸
事
先
代
通
り
の
触
を
出
し
て
人
民
の
動
揺
を
お
さ
え
な
が
ら
、
郡
奉
行
を
任
命
し
て

翌
年
一
月
か
ら
人
畜
改
め
・
高
物
成
。
、
田

畑
位
盛
・
小
物
胸
が
ど
の
基
礎
調
査
を
行
な
っ
た
。

一
方
家
臣
団
の
処
遇
に
つ
い
て
は
早
速
城
下
町
の
屋
敷
割
を
行
な
っ
て
家
臣
に
屋
敷
を
渡
し
た
ほ
か
、
翌
一
月
に
は
旧
主
加
藤
忠
広
の
給
人

知
を
調
恐
学
せ
、
知
行
割
に
備
え
た
。
し
か
し
知
行
割
の
作
業
は
な
か
な
か
進
捗
し
な
か
っ
た
と
見
え
、
二
月
の
段
階
で
は
、

知
行
割
之
儀
ハ
、
雫
高
と
物
成
と
庄
屋
二
審
せ
候
ヘ
ハ
、
又
小
百
姓
申
候
と
事
之
外
違
申
侯
、
又
加
藤
平
左
衛
門
古
帳
之
面
を
見
申
候
へ

《
鯉
》

ハ
、
が
是
又
か
は
く
二
連
申
侯
故
、
当
惑
之

上
な
ら
て
ハ
、
知
行
わ
り
中
々
不
罷
成
候

と
多
少
悲
観
的
に
述
べ
て
い
る
が
、
三
月
有
馬
左
衛
門
宛
の
雷
状
で
は
九
月
に
知
行
割
を
行
な
う
こ
と
を
職
嵯
て
お
り
、
準
備
が
進
ん
だ
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
而
し
て
予
定
通
り
九
月
一
日
付
で
家
臣
へ
の
地
方
知
行
を
宛
行
っ
た
。
こ
の
時
の
宛
行
状
は
小
倉
時
代
の
様
式
と
全
く
同
じ

◆
。

▲

‐
。

で
あ
る
。
中
路
一
二
郎
兵
衛
の
事
例
で
示
せ
ば
、
「
肥
後
国
於
益
城
郡
之
内
弐
百
石
蛎
濡
有
事
、
宛
行
之
詑
、
全
可
領
知
之
状
へ
如
件
、
寛
永
拾

年
九
月
朔
日
忠
利
（
花
押
）
中
路
三
郎
兵
衛
塗
と
あ
り
、
こ
れ
は
現
薫
る
寛
永
一
○
年
の
宛
行
状
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
る
．
と

．

『
。
●

の
宛
行
状
に
よ
っ
て
は
具
体
的
な
知
行
所
は
記
戦
さ
れ
ず
、
ま
た
別
紙
目
録
も
現
存
し
な
い
が
、
こ
の
時
に
宛
行
状
を
給
さ
れ
た
各
家
に
お
い

て
、
知
行
所
の
変
更
が
ぷ
い
限
り
幕
末
ま
で
文
言
は
一
部
「
宛
行
之
詑
」
が
「
任
先
規
之
旨
宛
行
之
事
」
と
変
る
だ
け
で
そ
の
ま
操
踏
襲
さ
れ

て
お
り
、
『
御
家
中
知
行
六
』
な
ど
知
行
所
を
記
載
し
た
史
料
と
ほ
蛍
一
致
す
る
（
第
６
表
参
照
）
の
で
、
こ
の
時
現
実
に
知
行
所
が
確
定
し

た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
宛
行
状
の
書
式
の
問
題
で
云
え
ば
、
寛
永
十
一
一
年
以
降
か
ら
始
ま
る
家
々
で
は
宛
行
状
に
知
行
所
の
村
名
ま
で
明

記
さ
れ
て
一
層
明
確
に
知
行
所
が
お
さ
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
そ
の
後
の
宛
行
状
で
も
こ
の
様
式
が
踏
襲
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
寛
永

．

・
・

一
○
年
の
よ
う
に
郡
ま
で
記
す
か
、
寛
永
一
二
年
以
降
の
よ
う
に
村
ま
で
記
す
か
と
い
う
書
式
の
相
違
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

寛
永
一
○
年
九
月
朔
日
付
の
宛
行
状
は
第
六
表
の
仰
例
で
あ
る
が
、
こ
の
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
加
増
・
減
知
な
ど
に
よ
っ
て
知
行
高
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
別
と
し
て
平
一
般
的
な
相
続
形
態
と
し
て
は
宛
行
状
の
云
う
「
任
先
規
之
旨
」
は
知
行
高
の
内
部
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
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「
地
撫
」
皿

で
あ
っ
た
。

1４

あ
る
。 勿

論
「
知
行
割
」
は
高
と
人
畜
と
を
宛
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
村
落
に
お
け
る
給
知
百
姓
の
経
営
を
無
視
し
て
配
知
が
行
な
わ
れ
た
の
で

な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
「
人
畜
改
め
」
は
そ
の
参
考
資
料
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
人
畜
改
め
」

に
よ
っ
て
、
百
姓
一
戸
ご
と
の
現
実
的
な
経
営
規
模
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
な
か
で
も
合
志
郡
の
場
合
で
見
る
と

第
７
表
の
よ
う
に
村
を
さ
ら
に
数
区
に
分
割
し
て
人
畜
を
改
め
そ
れ
ぞ
れ
に
庄
屋
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
世
の
村
は
行
政
単
位
で
あ

《
魂
）

る
か
ら
更
に
分
割
す
る
こ
と
は
別
の
意
図
が
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
住
吉
村
の
場
合
は
五
○
○
石
分
・
四
○
○
石
分
・
二
百
石

分
・
百
石
方
と
全
く
集
落
を
無
視
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
分
割
の
仕
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
配
知
を
考
慮
に
入
れ
た
調
査
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
「
人
畜
改
め
」
に
よ
り
百
姓
個
々
の
高
人
畜
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
こ
れ
か
ら
物
成
額
を
出
す
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で

従
来
の
研
究
で
は
細
川
氏
は
「
地
撫
」
に
よ
っ
て
耕
地
の
打
出
し
と
隠
田
開
発
に
よ
り
農
民
の
把
握
・
藩
財
政
の
確
立
を
行
な
っ
た
上
で

「
知
行
割
」
を
行
な
っ
た
と
の
見
解
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
事
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
一
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
「
人
畜
改
盗
》
を
行
な
っ
て

家
ご
と
に
高
・
人
畜
・
家
数
を
調
査
し
て
い
る
が
、
「
地
撫
」
は
行
な
わ
れ
ず
、
従
っ
て
恐
ら
く
は
先
代
加
藤
氏
の
検
地
帳
高
Ⅱ
現
高
に
基
づ

い
て
知
行
割
を
行
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
或
い
は
す
で
に
現
高
は
村
高
と
し
て
固
定
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後
に
問
題

に
す
る
よ
う
に
「
撫
高
制
」
を
採
用
し
て
現
高
配
知
に
よ
る
不
均
衡
を
是
正
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
‐

「
地
撫
」
は
地
域
に
よ
っ
て
実
施
時
期
が
異
な
る
が
、
寛
永
十
二
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
ま
ず
蔵
納
地
を
先
に
行
な
い
、
寛
永
十
四
年
か

《
幻
）

ら
十
六
年
に
か
け
て
知
行
所
分
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
。
「
地
撫
」
の
結
果
に
基
づ
い
て
知
行
割
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
「
撫
高
」
制
と

「
地
撫
」
と
の
関
係
は
全
く
説
明
が
つ
か
な
い
。
知
行
割
を
行
な
い
、
そ
の
後
に
「
地
撫
」
を
行
な
っ
て
村
内
で
の
負
担
の
適
正
を
図
っ
た
の

肥
後
細
川
領
の

が
一
不
さ
れ
る
。

●
■

（
勢
）

本
藩
に
お
け
る
地
方
知
行
が
「
撫
高
」
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
つ
と
に
森
山
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
森
山
氏
は
「
撫
高
」

●
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）
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し
て
被
渡
下
』
味
田
、

《
縄
）

と
あ
り
、
寛
永
十
年
九
月
の
知
行
割
は
、
「
先
代
寛
永
六
・
七
・
八
年
一
二
ヶ
年
之
物
成
を
撫
し
、
納
米
四
シ
成
二
被
渡
下
」
る
も
の
で
あ
っ
た

問
題
は
こ
聖
で
「
撫
高
」
の
基
準
と
な
っ
た
も
の
が
、
現
実
の
生
産
高
で
は
な
く
「
数
年
之
物
成
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
撰
で
「
現

高
」
と
し
て
い
る
の
は
、
別
の
個
所
に
「
御
国
中
一
統
一
一
此
高
種
二
而
村
切
二
何
程
卜
相
極
り
申
候
、
是
を
御
先
代
方
現
高
与
申
侯
、
同
忠
広

公
御
代
も
右
之
通
御
座
侯
」
に
云
う
「
先
代
方
之
現
高
」
で
、
そ
れ
が
そ
の
ま
撰
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
別
に
論
じ
た
の

肥
後
細
川
領
の
。
擬
制
的
・
知
行
制
（
松
本
）

（
釦
》

と
「
撫
免
」
を
知
行
割
の
基
準
を
示
す
も
の
と
し
て
重
視
し
て
お
ら
れ
る
が
、
「
撫
高
」
は
氏
の
一
云
わ
れ
る
知
行
割
の
基
準
で
あ
る
が
、
「
撫

免
」
と
は
数
ヶ
年
の
免
を
撫
す
と
い
う
意
味
の
普
通
名
諦
ど
解
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

《
嘘
》

即
ち
「
撫
高
」
は
『
土
貢
管
見
録
』
に

撫
高
ハ
御
給
人
衆
へ
被
下
候
御
知
行
高
の
事
也
、
是
を
撫
高
と
い
ふ
ハ
、
醤
パ
現
高
百
石
の
物
成
六
拾
石
の
時
ハ
六
シ
成
の
免
一
一
当
ル
、

是
を
四
シ
成
一
一
当
る
様
二
撫
し
て
御
知
行
高
百
五
拾
石
ニ
し
て
被
渡
下
候
ヘ
パ
則
四
シ
物
成
に
当
る
也
、
是
を
肩
櫓
二
撫
高
百
五
十
石
と

記
也
、
然
れ
ど
も
豊
凶
あ
り
て
物
成
免
違
候
二
付
、
御
免
帳
前
数
年
之
物
成
を
撫
し
て
居
り
合
た
る
所
の
物
成
四
シ
成
二
当
り
候
様
一
一
撫

第７表
合志郡人畜改捜の分村

500住吉

村高

(１）

石
調１

(3)

橋 田 (1)

(2) 122

(3) 198

217．ｉ

ＯＯ

伊坂 (1)

(2)

130(3)

118(4)

南田島 (1) 395.7

(2) 327.2

(3) 8６

下高江 (1) 208.6

(2)

(1)

(2)

149.4

9０

(2) 400

(３ 200

(4) 100

下苦竹 (1) 263

(2) 66.4

森

150

(3)

(2) 155.5

上津久礼 (1) 371.7

(2)

(4)

82.8

3１

(中寵田 400

180



1６

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

で
再
論
し
な
い
が

入
国
後
細
川
氏
に
よ
っ
て
現
高
の
訂
正
が
な
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
の
で
、
現
実
の
生
産
力
を
反
映
し
な
い
「
現
高
」
よ
り

は
、
現
実
の
生
産
力
に
立
脚
し
た
撫
し
物
成
の
方
が
よ
り
公
平
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

然
ら
ば
細
川
氏
は
何
故
に
「
先
代
方
之
現
高
」
に
依
存
し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
生
産
力
の
変
動
と
新
し
い
石
高

の
基
準
投
定
に
つ
い
て
．
「
土
貢
管
見
録
」
は
次
の
如
く
の
べ

天
正
慶
長
之
比
ハ
戦
国
之
時
な
れ
パ
高
祇
之
仕
法
治
世
之
様
ニ
ハ
委
し
か
ら
す
、
其
上
古
今
土
地
の
変
り
畝
之
広
狭
人
畜
の
多
少
等
二
よ

り
て
一
村
之
内
二
も
不
同
あ
れ
パ
、
今
二
至
て
ハ
ー
統
一
概
二
高
を
以
穀
類
之
多
少
ハ
難
叶
棟
二
成
行
申
候
、
依
之
土
物
成
二
も
拾
成
以

上
之
免
も
有
之
候
、
畢
寛
之
所
検
地
し
て
高
を
盛
直
す
事
容
易
な
ら
ざ
る
所
よ
り
止
事
を
得
ず
物
成
之
扱
を
以
髪
二
至
候
と
相
聞
へ
申
侯

（
柵
）事

そ
の
理
由
を
検
討
し
て
い
る
。
現
高
は
生
産
力
に
照
応
す
る
も
の
で
な
く
な
り
、
検
地
を
行
っ
て
高
を
盛
り
直
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
物

成
が
基
準
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
撫
高
は
御
給
知
方
の
椿
事
な
り
」
と
は
云
っ
て
も
、
そ
れ
は
現
高
に
対
し
て
い
う

こ
と
で
あ
り
、
穀
物
の
多
少
Ⅱ
生
産
力
に
照
応
し
た
土
物
成
を
基
準
と
し
、
そ
の
額
を
四
シ
成
と
し
て
逆
算
さ
れ
た
「
撫
高
」
は
，
生
産
力
に

応
じ
た
妥
当
な
高
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
鴨
）

入
国
直
後
の
細
川
氏
が
農
民
に
反
擢
さ
れ
る
こ
と
な
く
し
か
も
確
実
に
収
奪
す
る
た
め
に
は
前
代
の
徴
税
体
系
で
あ
る
土
免
に
よ
る
以
外
に

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
か
く
て
肥
後
細
川
領
に
お
け
る
収
奪
は
蔵
納
地
に
お
い
て
も
知
行
地
に
お
い
て
も
村
高
（
現
高
）
で
は
な
く
、
土

免
を
基
準
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
蔵
納
地
で
は
土
免
制
を
基
準
に
検
見
に
よ
っ
て
免
率
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
場
で
も
免
が
余
り
高

け
れ
ば
不
審
を
招
く
と
し
て
給
知
に
合
せ
て
免
四
シ
成
制
が
と
ら
れ
た
。
即

我
々
く
ら
の
ふ
と
尋
候
ヘ
ハ
物
成
セ
ツ
八
シ
九
シ
と
申
候
一
段
き
撰
あ
し
く
候
、
八
シ
の
所
ハ
ニ
百
石
一
一
し
て
四
シ
成
二
き
は
め
候
て
お

『
帽
）

き
可
申
候
、
た
び
人
尋
候
時
あ
し
く
無
之
様
二
心
へ
可
申
候

一
蔵
納
之
分
、
た
と
へ
は
八
シ
成
有
之
所
は
四
ツ
ー
な
ら
し
、
弐
ｌ
成
三
シ
成
之
所
も
四
シ
な
ら
し
二
可
仕
置
候
、
何
方
二
て
も
人
二
遣
候
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時
之
た
め
に
て
候

此
段
代
官
頭
又
ハ
郡
奉
行
へ
も
申
候
間
能
候
ハ
、
可
申
聞
候
、
何
方
一
一
て
も
人
二
知
行
遣
候
時
の
た
め
に
て
候
，
可

得
其
意
候
、
急
可
申
付
候
，
籾
目
録
を
仕
賄
奉
行
方
早
々
可
越
膿
麺

一
・
惣
知
行
割
之
時
四
シ
成
二
申
付
候
と
て
上
ハ
高
す
ぐ
な
く
候
と
て
差
除
候
故
我
等
蔵
納
迄
物
成
過
分
二
間
へ
候
、
余
物
成
多
キ
所
ハ
・
高
を

（
把
）

上
ヶ
絵
人
同
前
景
凡
を
仕
候
ハ
毎
可
然
候
、
其
仕
や
う
此
方
二
て
ハ
合
点
不
参
候
間
心
得
可
申
候
事

と
あ
っ
て
「
撫
高

の
四
シ
成
に
比
し
て
土
免
の
高
率
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
後
も
検
見
に
よ
る
調
節
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
知
行
所
に
お
い
て
も
知
行
割
こ
そ
「
撫
高
」
Ⅱ
土
物
成
を
基
準
に
表
示
さ
れ
た
が
、
知
行
所
に
お
い
て
は
知
行
取
と
百
姓
と
の
相
対
に

よ
り
、
地
味
・
人
畜
・
天
候
な
ど
、
あ
る
い
は
豊
凶
に
よ
っ
て
自
主
的
に
免
率
が
決
定
さ
れ
た
。
「
所
に
よ
り
百
姓
よ
わ
き
つ
よ
き
候
て
五
ツ

ー
一
成
候
所
も
又
三
シ
斗
に
成
候
所
癖
〕
で
て
来
る
。
鎌
田
氏
が
紹
介
さ
れ
た
寛
文
五
年
調
の
各
給
人
平
均
免
率
は
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て

《
印
）

い
る
。
も
し
こ
れ
を
知
行
所
に
お
け
る
検
見
と
表
現
で
き
る
な
ら
ば
、
蔵
納
地
・
知
行
所
と
も
検
見
に
よ
り
年
々
の
免
率
が
決
定
さ
れ
た
と
も

云
え
る

知
行
割
は
寛
永
一
○
年
の
場
合
は
寛
永
六
、
七
心
八
年
の
撫
し
物
成
を
基
準
と
し
た
が
、
そ
の
後
も
土
免
・
撫
免
の
方
法
を
と
っ
た
。
即
ち

（
副
）

「
郡
府
旧
記
」
の
云
う
知
行
割
に
伴
な
う
基
準
設
定
は

寛
永
一
七
年
迄
土
免
四
つ
物
成
、
寛
永
一
八
年
よ
り
正
保
二
年
迄
右
同
断
、
正
保
一
二

年
よ
り
寛
文
四
年
迄
は
前
三
ヶ
年
の
秋
免
の
内
下
免
一
年
を
除
い
て
一
一
ヶ
年
の
秋
免
な
ら
し
、
寛
文
五
年
よ
り
土
免
割
、
延
宝
六
年
よ
り
秋
免

（
艶
）

一
二
ヶ
年
撫
し
四
シ
六
歩
、
・
元
禄
五
年
秋
免
六
年
撫
四
シ
成
そ
の
後
こ
の
基
準
が
文
化
ま
で
続
い
た
と
あ
っ
て
そ
の
時
の
土
免
・
秋
免
が
基
準
と

《
鉛
）

な
っ
て
い
る
。
元
禄
六
年
に
は
損
毛
の
た
め
知
行
割
当
に
困
難
を
生
じ
、
結
局
蔵
米
渡
に
し
て
切
り
抜
け
た
の
は
、
こ
う
し
た
土
免
又
は
秋
免

を
基
準
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
た
問
題
で
あ
り
、
「
撫
免
」
と
い
う
固
定
し
た
概
念
で
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
知
行
割
の
基
準
が
折
々
の
土
物
成
を
反
映
し
た
土
免
な
い
し
撫
免
に
よ
る
こ
と
は
、
時
期
に
よ
り
現
高
の
高
下
と
か
換
わ
り
な
く

知
行
割
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
西
山
氏
は
現
高
に
実
際
的
な
評
価
を
与
え
て
、
松
井
氏
の
知
行
替
地
に
お
け
る
撫
高
と
現
高
の
差
異
を

（
魂
）

検
討
し
、
』
両
者
に
少
し
ず
つ
の
誤
差
を
認
め
つ
撰
も
、
撫
高
に
つ
い
て
は
同
量
の
替
地
な
が
ら
現
高
に
お
い
’
て
有
利
に
展
開
し
た
松
井
氏
の
側

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）



1８－

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

に
相
当
の
利
益
が
あ
っ
た
こ
と
を
結
論
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
松
井
氏
が
大
身
で
あ
る
こ
と
、
軍
事
的
錘
熊
で
あ

る
八
代
に
移
動
し
た
こ
と
に
伴
な
う
替
地
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、
私
は
先
述
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
再
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

以
下
西
山
氏
の
提
供
さ
れ
た
史
料
を
中
心
に
問
題
を
整
理
し
て
み
た
い
。

知
行
替
地
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
第
一
の
問
題
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
れ
ば
知
行
替
地
が
行
な
わ
れ
る
か
と
い
う
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
松
井

氏
の
場
合
、
．
第
一
回
替
地
は
正
保
三
年
十
二
月
細
川
帯
刀
（
の
ち
丹
後
守
）
の
宇
土
へ
の
移
転
と
松
井
氏
の
八
代
入
城
と
い
う
政
治
的
要
請
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
回
目
延
宝
六
年
の
替
地
は
郡
方
御
用
に
村
上
吉
之
丞
・
牧
野
安
左
衛
門
ら
が
登
用
さ
蛎
郡
政
改
革

が
は
じ
ま
っ
た
年
で
あ
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
．
即
ち
彼
ら
が
登
用
さ
れ
た
結
果
延
宝
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
郡
方
支
配
は
強
化

さ
れ
、
延
宝
八
年
に
は
最
初
の
上
知
令
が
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
松
井
氏
の
替
地
は
郡
方
改
革
と
無
関
係
に
な
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
。
‐

第
三
回
目
の
替
地
は
天
和
四
年
三
月
に
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
の
替
地
は
前
年
十
二
月
の
知
行
所
回
復
令
に
伴
な
う
替
地
と
同
時
に
行
な
わ

《
釘
）

れ
て
い
る
。
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
・
に
一
云
う
。

延
宝
八
年
家
中
の
地
方
を
収
め
票
米
を
以
て
給
知
に
改
め
ら
れ
し
処
、
是
日
知
行
は
従
前
通
り
と
為
り
、
只
「
下
免
の
領
地
は
四
シ
物
成

に
足
被
下

．
且
つ
御
合
力
米
を
も
来
秋
よ
り
不
被
召
上
」
と
定
め
ら
る
。

を
実
施
に
移
し
た
の
が
、
天
和
四
年
三
月
十
一
日
で
あ
る
。
第
四
回
６
第
五
回
の
替
地
は
貞
享
元
年
五
月
と
八
月
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
年
の

追
加
と
考
え
て
も
差
支
え
あ
る
ま
い
。

松
井
氏
の
替
地
の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
三
回
の
替
地
は
、
い
ず
れ
も
藩
政
の
動
き
と
対
応
す
る
も
の
で
、
松
井
氏
の
特
異
な
地
位
に
よ
っ

て
の
み
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
第
一
回
目
の
替
地
は
旧
知
行
所
で
あ
る
玉
名
・
合
志
を
差
出
し
た
代
り
に
八
代
鱗
廻

り
一
八
村
を
得
た
が
、
八
代
周
辺
に
知
行
を
有
し
て
い
た
細
川
帯
刀
は
代
り
に
宇
土
・
益
城
一
一
郡
へ
移
封
さ
れ
た
か
ら
、
空
白
と
な
っ
た
玉

名
・
合
志
に
は
恐
ら
く
宇
土
か
益
城
に
知
行
所
を
有
し
た
知
行
取
が
移
さ
れ
る
と
い
う
可
成
大
規
模
な
替
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
鯉

こ
れ



先知とはそれまで

の知行地、上知と

は以前に藩に召上

げられていたもと

知行地を示す。

－１９－

第８表有吉四郎右衛門知行一覧（天和４年）

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

渡
鋼
鋼
郵
鋼
鋼
準
鋼

佐
右
左
忠
右
右
左
右

助
善
次
九
尉

銅
細
妬
錨
密
瞬
輔
娠

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｎ
Ｋ
Ｔ
ｓ
Ｈ
Ｆ
Ｍ
Ｂ

玉
名
郡

二
松
寺
永
原
上
上
本
田
楠
楠
林

坂
坂
猪
生
板

持
庄
小
安
本
東
肥
苧
板
上
中

高

石
1808.44500
648.56955
605.24363
677.09566
908.08006

955.57849
786も40120
342.15680
497.68723
1028.04005
234.43204

現高

石
1176.22500
496.33400
509.57400
490.61000
750.14700

750.00000
762.12850
275.46950
361.42761
721.16800
165.44300

村高

全
全
全
全
全

石伽

全
全
全
醐
全
全

１

側考

知
極
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃

先
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

山

鹿

郡

方保田
白石

中
城
留
町
坂
坂

津
小
小

上
四
上
下

士
口上
今
久
津

田
田
原
留

1434.37850
94.21250
349.43142

188.14100
273.44237
343.29325
469.13100
189.05150

761.21800
417.81500
556.37101
667.72201

1150.74484
140.19500
359.53200

208.55200
213.82900
540.15900
706.12130
284.55420

624.45300
385.30400
448.58764
424.07568

余
余
１
余
余
余
余

全
舛
皿
狐

１
７
く

●
●
●
●

塑
全
全
全
全
全
線

８
５
583
728

知
知

〃
″
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
上

先
Ｋ

下
益
城
郡

坂本
爵瀬
万ケ瀬
築地

850.77025
827.98208
577.84518
308.55211

595.13400
1195.64200
515.93320
302.68700

599.余
全
全
全

先知
″
″
″

飽
田
郡

山
本
郡

岳
小糸山
北迫

万楽寺
野出
大鳥居

野
田
院
水
尾
滴

岩
鐙
正
大
舞

237.93970
226.85820
220.66050

213.88170
147.26400
114.06900

７
９
１
０
２

３
６
４
９
６

卸
噸
刑
哩
知

●
●
。
●
●
●

126
125
123
８８
７４

222.01550
210.02470
199.97000

191.72450
208.76100
105.47530

129.46998
173.31200
85.74505
91.47171
84.945％

余
余

蝿
全
全
全
全
岨１

1050.余
661.余
661.余
949.余
287.余

″
″
″

″
″
″

Ｔ上知
ＳＨ・先知
Ｆ･Ｍ.〃
″
″

Ｍ
Ｂ

計 18500.0000016256.93617



0.414

－２０－

第９表有吉四郎右衛門替地における撫高の比較

「１
Ｊ

門
】
〃
氏
し

当 代 肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
。
知
行
制
（
松
本
）

撫高｜免率

と
て
も
五
○
○
石
己
下
の
「
十
三
里
外
知
行
割
仕
間
敷
」
と
い
う
原
則
か
ら
み

て
決
し
て
不
当
な
替
地
で
は
な
い
。

詮
松
井
氏
の
替
地
に
お
け
る
「
撫
高
」
と
「
現
高
」
を
理
解
す
る
た
め
に
、
天

よ

《
鞄
）

に
和
四
年
の
有
吉
四
郎
右
衛
門
の
替
地
と
比
較
し
て
み
る
と
、
「
撫
高
」
制
の
本

醐
質
を
探
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
検
討
し
よ
う
。
天
和
四
年
有
吉
四
郎
右

所
衛
門
は
、
前
に
の
べ
た
延
宝
八
年
令
の
第
二
項
「
先
規
被
下
匿
領
地
所
務
不
足

附
．

姉
之
郡
村
替
地
被
仰
付
」
に
よ
っ
て
、
従
来
か
ら
の
二
十
二
ヶ
村
（
先
知
の
分
）

蓉
伽
峨
恥
永
咋
毒
州
癖
伽
賄

諏
韮
挙

州
唖
舘
細
睦
洲
嘩
鐸
訓
悦
知
。
Ｔ
上

鯖
こ
の
表
か
ら
、
⑩
先
知
二
十
一
一
ケ
村
は
そ
れ
以
前
か
ら
有
吉
家
が
知
行
し
て

代
・

当
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
十
四
ヶ
村
は
一
村
全
給
で
あ
る
。
②
替
地

鯛
の
主
要
部
分
は
玉
名
郡
南
関
手
永
で
松
井
氏
の
先
知
で
八
代
配
知
の
あ
と
を
得

誌
龍
も
の
、
こ
狸
で
も
主
要
部
分
は
一
村
全
給
で
あ
る
。
③
有
吉
氏
は
こ
れ
を
機

陶
会
に
松
井
氏
に
代
り
北
辺
を
守
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
、
な
ど

蕊
が
あ
げ
ら
れ
る
。

鮒

と
こ
ろ
で
有
吉
氏
の
知
行
所
の
う
ち
松
井
氏
の
跡
に
入
っ
た
玉
名
郡
南
関
手

峨

永
諸
村
に
つ
い
て

．
、
西
山
氏
の
分
析
と
合
せ
て
み
る
と
第
９
表
に
示
す
ご
と
く

先

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
諸
村
で
は
現
高
は
変
ら
な
い
が
、
撫
高
を
比
較
し

て
み
る
と
先
代
の
四
○
五
○
石
八
升
六
合
九
勺
に
対
し
五
一
一
七
七
石
五
斗
一
升

Ｚｒｆ
648.56955

605.24363

0.414陸
‐
小
客

光

、侭

凱
硬
別
別
珊
引
鯛
％

６６

５０

３０

句丘

ｿ６

１７

０２

342.15680

0.414677.09566

955.57849

786.40120

Ⅷ
．
Ⅲ
配
胡
胡

６
０
１
４
１

0.414

0.414

砂

害

鋤
坐
閥

内

Ｆ
悔
】
凸
″
ｈ
Ｊ 0.414

0.4141028.04005

0.415234.43204
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七
合
と
な
り
先
代
に
比
し
て
一
主
％
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
何
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
を
み
る
と
こ
れ
こ
そ
．
》
「
撫
高
」
の
本
質
に

＃

。
。

日

●

か
換
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
撫
高
」
は
土
物
成
若
し
く
は
撫
物
成
免
四
シ
成
を
基
準
に
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
天
和
四
年

の
知
行
割
の
基
準
は
前
三
年
の
う
ち
下
免
一
年
を
除
い
て
二
年
を
撫
し
そ
れ
を
四
ヅ
六
分
と
し
て
設
定
式
る
も
の
で
あ
づ
た
．
有
吉
氏
は
四
つ

成
以
下
の
下
免
に
対
す
る
替
地
と
し
て
こ
の
地
を
得
た
の
で
、
・
最
低
保
障
額
四
つ
六
分
が
与
え
ら
れ
れ
ば
今
迄
よ
り
も
優
遇
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
わ
け
で
、
撫
物
成
か
ら
逆
算
し
て
高
（
撫
高
）
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
代
松
井
氏
は
寛
永
一
○
年
に
こ
の
地
を
得
鯨
と
き
に
侭
撫
免

四
つ
成
で
「
撫
高
」
を
設
定
さ
れ
た
に
違
い
な
い
が
へ
そ
の
後
の
生
産
力
の
増
大
は
諸
村
か
ら
五
つ
以
上
の
土
物
成
を
収
奪
で
き
る
状
態
に
及

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
緯
局
有
吉
氏
は
四
つ
一
分
四
朱
ほ
ど
で
配
知
さ
れ
た
。

一
方
松
井
氏
の
替
地
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
西
山
氏
の
計
算
で
み
れ
ば
、
撫
物
成
四
四
五
五
石
・
撫
免
率
五
シ
一
分
七
朱
余
と
全
く
同
条
件

③

◆

に
よ
っ
て
替
地
が
な
さ
れ
て
い
る
．
両
者
と
も
家
老
で
あ
り
大
身
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
の
で
替
地
に
際
し
て
免
率
が
異
な
る
の
は
理
解

に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
強
い
て
上
げ
る
な
ら
ば
、
有
吉
氏
の
場
合
に
は
「
下
免
に
つ
き
被
足
下
」
と
い
う
こ
と
で
最
低
保
障
額
し
か
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
松
井
氏
の
場
合
に
は
、
第
四
回
貞
享
元
年
の
替
地
に
際
し
て

●
●
●

右
者
今
度
長
岡
佐
渡
殿
江
替
地
口
被
仰
付
右
一
一
一
人
衆
知
行
所
之
内
替
知
二
成
物
成
替
二
而
右
之
村
々
佐
渡
殿
御
請
取
候
間
可
被
得
其
意
候
、

為
替
知
佐
渡
知
行
玉
名
郡
之
内
宮
原
村
・
立
花
村
・
尾
田
村
之
内
を
以
、
修
理
殿
・
左
門
殿
・
朽
木
内
匠
方
致
替
渡
侯
間
可
有
其
御
心
得

（
由
）

》
候
、
以
上

と
奉
行
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
今
ま
で
の
物
成
を
保
障
す
る
形
で
替
地
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
漠
で
み
る
限
り
に
お
い
て
替
地
に

は
現
高
は
全
く
意
味
を
も
た
ず
、
専
ら
物
成
の
額
と
免
率
と
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
不
合
理
で
は
な
く
反
っ
て
よ
り
正

砿
に
現
実
を
把
握
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
の
よ
う
に
み
た
場
合
「
撫
高
」
制
の
も
つ
意
味
は
よ
ほ
ど
明
確
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
先
代
竿
前
に
よ
る
．
「
現
高
」
は
も
は

や
村
の
生
産
力
を
示
す
も
の
で
は
な
く
な
り
、
従
っ
て
村
ご
と
に
異
な
る
土
免
率
ｌ
現
実
の
生
産
力
に
照
応
す
る
ｌ
を
統
一
的
に
表
現
し
、
均

肥
後
細
川
領
の
ｐ
擬
制
的
ｏ
知
行
制
（
松
本
）



肥
後
細
川
領
の
。
擬
制
的
・
知
行
制
（
松
本
）

2２－

等
の
収
入
を
保
証
す
る
高
と
し
て
「
撫
高
」
は
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

慶
安
元
年
の
侍
帳
を
「
御
侍
免
撫
帳
」
と
呼
ぶ
の
も
、
こ
う
し
た
「
撫
免
」
に
も
と
づ
く
知
行
高
帳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
か
も

知
れ
な
い
。
「
撫
高
」
制
は
こ
う
し
た
「
現
高
」
の
実
態
か
ら
設
定
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
細
川
氏
入
国
以
後
の
度
々
の
検
地
に

よ
っ
て
是
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
と
い
う
点
が
残
さ
れ
る
。
実
際
に
地
方
支
配
に
お
い
て
は
「
現
高
」
表
示
の
支
職
菰
な
さ
れ
、
知

行
高
の
表
示
に
は
「
撫
高
」
を
用
い
る
と
い
う
一
一
重
性
は
不
都
合
を
生
じ
や
す
か
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
別
赫
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
細
川

氏
に
よ
っ
て
「
現
高
」
を
改
定
し
よ
う
と
し
た
形
跡
は
全
く
な
い
。

注
（
汐
）
、
鎌
田
浩
「
熊
本
藩
の
支
配
機
構
」

（
釦
）
、
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
四
○
ペ
ー
ジ

（
別
）
、
「
全
右
」
〃

（
躯
）
、
細
川
忠
利
密
状
案
「
細
川
家
史
料
五
」
六
三
ペ
ー
ジ
、

（
羽
）
、
「
部
分
御
旧
紀
」
国
郡
之
部

（
弧
）
、
「
中
路
家
文
密
」
熊
本
市
中
路
郁
夫
氏
蔵

（
弱
）
、
森
山
恒
雄
前
掲
「
郷
村
制
と
地
方
知
行
の
関
係
」

（
弘
茸
大
日
本
近
世
史
料
「
肥
後
藩
人
畜
改
幅
」
お
よ
び
農
村
史
料
刊
行
会
「
芦
北
郡
人
畜
改
鰻
」

（
師
）
、
安
藤
精
一
「
近
世
初
期
肥
後
の
地
撫
」
（
熊
本
史
学
４
号
）

（
記
）
、
前
掲
「
肥
後
藩
人
畜
改
鰻
」

（
”
）
、
森
山
恒
雄
前
掲
「
地
方
知
行
の
一
考
察

（
伽
）
、
全
右
「
全
蜜
」
一
四
一
ペ
ー
ジ

（
刺
）
、
後
述
の
よ
う
に
「
撫
高
」
は
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
「
撫
免
」
は
固
有
の
制
度
で
は
な
く
、
「
撫
免
」
を
行
な
う
制
度
と
い
う
意
味
に

解
さ
れ
る
。
森
田
誠
一
『
原
典
に
よ
る
近
世
農
政
語
葉
集
』
二
四
九
ペ
ー
ジ
撫
免
の
項
参
照

（
躯
）
、
前
掲
「
原
典
に
よ
る
近
世
農
政
語
奨
集
」
一
四
八
ペ
ー
ジ

（
⑬
）
、
牧
野
安
右
衛
門
「
御
郡
方
覚
密
」
、
な
お
森
山
恒
雄
前
掲
「
地
方
知
行
の
一
考
察
」
一
四
一
ペ
ー
ジ
の
撰
蒙
亡
失
補
記
は
類
本
を
み
な
い
が
、
・
内
容

は
「
御
郡
方
覚
書
」
と
全
く
同
じ
よ
う
で
あ
る
。

（
“
）
、
前
掲
「
原
典
に
よ
る
近
世
農
政
語
奨
集
」
一
四
九
ペ
ー
ジ

（
妬
）
、
細
川
氏
が
農
民
の
反
掻
を
恐
れ
た
の
は
、
政
権
交
代
に
伴
な
う
政
情
不
安
が
農
民
の
反
掻
を
起
し
や
す
い
と
い
う
一
般
的
傾
向
に
加
え
て
、
肥
後
国

（
「
肥
後
細
川
藩
の
研
究
」
）

な
お
同
文
の
譜
状
は
「
部
分
御
旧
記
」
国
郡
之
部
（
永
宵
文
庫
）
に
あ
る
。



２３

本
藩
で
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
第
一
回
目
の
地
方
知
行
制
廃
止
が
実
現
し
た
。
即
ち
同
年
正
月
十
八
日
の
上
知
令
は
次
の
如
く
で
あ

る
。

被
仰
出
参
戦

一
従
去
年
御
家
中
弐
拾
石
手
取
被
仰
出
候
、
然
共
今
之
手
取
二
而
は
何
茂
難
儀
可
仕
と
被
思
召
候
、
未
御
勝
手
御
不
如
意
二
候
得
共
、
当
年
．

肥
後
細
川
領
の
。
擬
制
的
・
知
行
制
（
松
本
）

は
か
つ
ヱ
の
「
国
衆
一
摸
」
の
地
盤
で
あ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
森
山
恒
雄
「
逓
世
初
期
国
衆
一
渓
の
構
造
」
（
「
九
州
文
化
史

研
究
所
紀
要
」
７
）
参
照

（
“
）
、
前

（
〃
）

（
妃
）
、
″
「
全
右
」

（
岬
）
、
忠
利
公
「
御
家
贈
」
寛
永
十
六
年
九
月
十
五
日
条
永

（
卵

、
・
鎌
田
浩
前
掲
「
肥
後
藩
の
給
知
制
」
五
九
ペ
ー
ジ
参
照

（
副
）
、
藩
法
研
究
会
「
藩
法
集
７
熊
本
藩
」
一
二
七
○
ペ
ー
ジ

（
印
）
、
全
右
「
全
右
」
三
七
九
ペ
ー
ジ

（
弱
）
、
前
掲
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
一
二
一
ペ
ー
ジ

（
別
）
、
西
山
禎
一
前
掲
「
知
行
替
地
の
一
考
察
」

（
弱
）
、
森
山
恒
雄
前
掲
「
肥
後
藩
統
治
に
関
す
る
一
賦
鯖
」

（
恥
）
、
前
掲
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
一
○
○
ペ
ー
ジ

（
師
）
、
全
右
「
全
右

一
一
一
ペ
ー
ジ

（
記
）
、
「
有
吉
家
文
書
」
熊
本
市
有
吉
氏
蔵
、
以
下
有
吉
氏
関
係
史
料
は
有
吉
家
文
櫓
に
よ
る

（
卵
）
、
「
御
知
行
所
付
目
録
」
松
井
文
庫

（
釦
）
、
地
方
支
配
に
お
け
る
高
は
、
・
通
常
「
現
高
」
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
併
記
す
る
場
合
高
四
拾
三
石
三
斗
七
升
四
合
八
勺
九
才
、
撫
高
三
拾
五
石
四
斗

九
升
壱
合
九
勺
八
才
御
給
知
と
表
現
さ
れ
、
こ
れ
を
知
行
関
係
史
料
で
は
現
高
四
拾
三
石
三
斗
七
升
四
合
八
勺
九
才
、
高
三
拾
五
石
四
斗
九
升
壱
合

九
勺
八
才
御
給
知
と
表
現
し
て
い
る
。
（
上
益
城
郡
下
馬
尾
村
「
井
手
文
番
」
）

（
制
）
、
松
本
「
肥
後
藩
に
お
け
る
村
高
に
つ
い
て
」
（
熊
本
史
学
〃
号
）

三
、
「
擬
制
的
」
知
行
制
の
成
立
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こ
ふ
で
は
上
知
と
は
云
わ
ず
に
、
手
取
米
支
給
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
が
、
知
行
所
の
所
務
は
蔵
納
同
前
に
御
郡
方
機
柵
の
手
に
帰
し
、

し
か
も
領
地
返
却
ま
で
の
間
に
知
行
所
に
介
入
し
た
も
の
は
領
地
を
没
収
す
る
と
い
う
厳
し
い
条
偽
樺
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
全

く
蔵
納
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
は
な
く
て
領
地
返
却
の
日
を
予
測
し
て
い
た
と
見
え
「
其
知
行
所
二
は
此
後
栂
不
被
申
候
ハ
は
、
重
て
知

行
を
割
替
捌
遣
候
謹
と
潜
在
的
所
有
権
を
認
め
た
ほ
か
、
知
行
取
の
手
開
や
出
高
支
配
の
許
可
、
手
作
地
の
承
認
な
ど
知
行
所
と
の
関
連
は

多
く
残
さ
れ
て
い
た
。

肥
後
細
川
領
の
・
・
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

よ
り
何
茂
三
拾
石
手
取
被
仰
付
侯
、
江
戸
御
供
之
者
は
四
拾
石
手
取
被
仰
付
、
余
米
被
召
上
之
旨
被
仰
出
候
事

一
何
茂
手
取
米
被
仰
付
侯
間
は
、
知
行
之
儀
自
分
二
仕
候
而
は
勝
手
一
一
も
悪
敷
可
有
之
候
条
、
御
蔵
納
同
前
二
御
郡
方
之
者
共
二
支
配
被
仰

付
、
手
取
米
之
儀
於
御
蔵
可
被
渡
下
侯
、
右
之
通
被
仰
付
侯
条
被
下
髄
候
領
知
之
儀
当
年
６
可
指
出
侯
、
被
返
下
候
節
は
本
知
御
割
替
唯

今
迄
下
免
之
知
行
は
物
成
宜
所
一
一
而
可
為
拝
領
旨
被
仰
出
候
事

－
何
茂
只
今
迄
拝
借
仕
候
米
銀
之
儀
利
分
御
捨
被
成
侯
、
元
物
は
御
知
行
上
返
下
候
刻
年
々
一
一
上
納
可
仕
候
、
若
手
取
米
之
内
を
以
早
ク
上

納
仕
度
存
も
の
ハ
御
奉
公
之
つ
か
へ
に
不
成
様
一
一
上
納
可
仕
候
、
此
段
は
何
も
勝
手
次
第
二
い
た
す
へ
き
旨
一
一
候
事

一
倹
約
之
儀
一
一
付
而
先
年
被
仰
出
候
趣
弥
堅
可
相
守
侯
、
今
度
手
取
米
増
上
下
侯
と
い
へ
と
も
諸
事
分
過
費
之
儀
無
之
様
一
一
相
心
得
勝
手
取

続
可
申
侯
、
人
馬
も
当
年
来
秋
迄
之
間
は
勝
手
次
第
二
仕
、
来
秋
よ
り
手
取
相
応
一
一
人
馬
可
致
所
持
候
、
若
子
細
有
之
手
取
相
応
一
一
人
馬

所
持
難
仕
も
の
ハ
組
頭
迄
相
断

申
由
之
事
、
へ

一
永
々
在
宅
仕
居
候
も
の
共
ハ
、
近
年
之
内
一
一
可
致
出
府
候
、
此
後
在
宅
不
仕
侯
ハ
、
勝
手
難
続
も
の
ハ
組
頭
迄
相
達
受
指
図
手
数
を
究
在

宅
可
仕
旨
候
事

以
上

申
正
月
十
八
日
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こ
の
延
宝
八
年
の
上
知
令
は
、
延
宝
六
年
以
来
の
郡
方
改
革
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
、
即
ち
延
宝
六
年
一
月
村
上
吉
之
丞
戸
奥
田
小

左
衛
門
６
牧
野
安
左
衛
門
の
三
人
が
郡
方
御
用
に
登
用
さ
れ
て
か
ら
郡
方
の
仕
置
替
、
奉
行
職
務
の
決
定
、
知
行
割
の
変
更
な
ど
着
方
と
進
め

ら
れ
、
延
宝
八
年
村
上
吉
之
丞
の
奉
行
就
任
を
ま
っ
て
上
知
令
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
郡
方
御
用
三
人
の
建
議
に
基
づ
く
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。
こ
の
結
果
新
御
蔵
納
と
な
っ
た
上
知
分
の
物
成
は
勘
定
方
で
な
く
惣
銀
方
魂
醗
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
御
蔵
納
同
然
と
は
云
っ

て
も
別
格
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

一
一
年
後
の
天
和
三
年
十
二
月
に
至
っ
て
「
近
年
御
家
中
出
米
被
仰
付
置
勝
手
迷
惑
可
仕
と
被
思
召
る
に
依
り
、
来
年
よ
り
出
米
御
免
地
方
被

差
返
、
下
免
之
領
知
は
割
替
四
物
成
に
足
被
下
条
、
何
茂
所
務
入
念
百
姓
不
致
困
窮
様
可
申
附
旨
被
仰
幽
と
あ
る
。
復
活
の
理
由
と
し
て
家

中
の
迷
惑
即
ち
家
臣
団
の
抵
抗
、
反
掻
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
一
一
年
続
き
の
豊
楠
陸
よ
っ
て
藩
財
政
に
若
干
の
余
祐
が
生
じ
た
こ
と
も
知
行
直

《
開
）
・

所
務
回
復
に
幸
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
回
復
に
関
連
し
て
一
元
禄
二
年
八
月
の
調
査
で
は
当
然
知
行
割
替
の
対
象
と
な
る
有
資
格
者
、
遠
方
知
行

の
者
二
七
人
・
下
免
知
行
の
者
一
二
七
名
が
割
替
を
願
わ
ず
、
以
前
か
ら
の
知
行
所
を
そ
の
ま
ふ
支
配
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
知
行
取
と
知
行

所
と
の
関
連
を
み
る
上
で
大
い
に
参
考
に
な
る
。
客
観
的
に
は
不
利
と
見
え
る
遠
方
・
下
免
の
知
行
所
で
も
、
知
行
取
に
と
っ
て
は
永
年
支
配

し
た
気
心
の
知
れ
た
所
で
も
あ
ろ
う
し
、
或
は
表
面
上
不
利
益
に
見
え
て
内
実
そ
れ
を
補
う
だ
け
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
新

し
い
知
行
所
支
配
を
始
め
る
こ
と
の
面
倒
な
手
続
を
嫌
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
、
多
少
の
不
便
・
不
利
は
し
の
ん
で
も
現

在
の
知
行
所
を
よ
し
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
後
三
十
年
に
わ
た
っ
て
地
方
直
所
務
が
続
い
た
が
、
こ
の
間
領
内
で
は
早
魅
・
水
害
・
虫
害
が
相
次
ぎ
、
一
方
宝
永
六
年
の
上
野
常
憲
院

（
曲
》

様
御
仏
殿
御
手
伝
な
ど
出
費
も
多
く
極
度
の
財
政
困
難
に
陥
っ
て
い
た
。
「
国
武
弾
助
覚
鞠
）
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

一
撫
賊
院
様
慶
安
三
年
四
月
御
八
歳
に
て
御
家
督
、
正
徳
一
一
年
之
御
隠
居
迄
六
十
三
年
之
間
、
御
勝
手
い
つ
頃
よ
り
御
支
被
成
候
哉
不
奉
存

候
、
御
老
年
に
被
及
、
御
勝
手
向
は
大
分
之
御
支
に
て
、
上
方
ｄ
江
戸
御
借
物
難
被
及
御
手
、
御
家
中
御
渡
方
も
、
江
戸
詰
扶
持
方
も
不

被
渡
下
、
御
国
地
居
知
行
物
成
之
内
も
、
一
一
歩
・
三
歩
・
四
歩
・
半
納
迄
差
上
候
儀
、
委
細
不
奉
存
候
事
。

幽
院
様
慶
安
三
年
四
月
御
八
歳
に
て
御
家
督
、
正
徳
二
年
之
御
隠
居
迄
六
十
三
年
之
間
、

御
老
年
に
被
及
、
御
勝
手
向
は
大
分
之
御
支
に
て
、
上
方
ｄ
江
戸
御
借
物
難
被
及
御
壬

返
下
、
御
国
地
居
知
行
物
成
之
内
も
、
一
一
歩
・
三
歩
・
四
歩
・
半
納
迄
差
上
候
儀
、
委
姉

肥
後
細
川
領
の
心
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）
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こ
の
段
階
で
知
行
直
所
務
の
廃
止
・
手
取
米
支
給
が
論
磯
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
止
め
て
四
分
上
げ
の
上
に
一
分
追
加
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
江
戸
詰
お
よ
び
所
々
詰
に
つ
い
て
は
蔵
米
支
給
を
実
施
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
此
間
之
通
二
而
は
大
身
之
面
々
茂
留
守

へ
召
盟
侯
家
来
知
行
方
功
者
成
も
の
少
タ
、
小
身
之
面
々
ハ
猶
以
右
之
棟
子
二
付
免
極
得
者
無
之
候
付
、
当
暮
方
ハ
御
役
人
見
分
仕
、
免
相
極

取
立
茂
御
代
官
手
前
方
御
蔵
納
同
前
二
沙
汰
」
す
る
と
い
う
も
の
で
、
給
人
の
知
行
所
掌
握
・
年
貢
徴
収
が
不
充
分
で
あ
ろ
う
か
ら
？
藩
の
徴

税
機
構
に
よ
っ
て
代
行
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
同
年
六
月
の
達
で
は
大
豆
に
つ
い
て
は
数
量
を
勘
定
所
に
申
出
れ
ば
知
行
所
か
ら
直
に
払

せ
る
と
し
、
ま
た
八
月
か
ら
一
○
月
ま
で
の
綬
米
に
つ
い
て
も
一
ケ
月
に
高
百
石
当
り
二
石
宛
を
知
行
所
か
ら
給
人
に
直
払
さ
せ
る
と
し
た
。

結
局
知
行
所
と
給
人
の
関
係
は
温
存
し
、
形
の
上
で
は
御
郡
奉
行
が
徴
税
を
代
行
す
る
形
を
と
っ
て
、
知
行
所
と
の
関
連
が
う
す
い
旅
詰
知
行

取
の
直
所
務
を
廃
止
し
、
手
取
米
支
給
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
ま
ず
旅
詰
知
行
取
に
実
施
し
、
か
つ
在
国
知
行
取
に
も
す
で
に
予
告
さ
れ
て
い
た
「
知
行
取
直
所
務
廃
止
」
は
一
年
後
の
正
徳
三

年
六
月
五
日
に
通
達
さ
れ
た
。
即
ち

一
連
々
御
勝
手
被
差
支
候
処
、
猶
又
当
暮
来
年
二
掛
ヶ
侯
て
ハ
大
分
之
御
物
入
差
つ
と
ひ
候
二
付
、
当
暮
ハ
先
免
井
取
立
共
二
御
役
人
し
ら

へ
被
仰
付
、
江
戸
其
外
所
々
詰
之
面
々
ハ
手
取
今
迄
之
通
、
御
国
へ
居
申
候
役
付
之
面
々
ハ
弐
拾
三
石
手
取
・
無
役
之
面
々
ハ
弐
拾
石
手

肥
後
細
川
領
の
殉
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

（
刀
）

正
徳
一
二
年
に
は
幕
府
よ
り
拝
借
金
三
七
万
両
余
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
財
政
窮
乏
を
打
開
す
る
た
め
に
、
正
徳
三
年
の
第
二
回
上
知
が
実
施
さ
れ
る
が
、
こ
の
実
施
に
当
っ
て
は
す
で
に
前
年
か
ら
上
知

の
意
向
が
流
さ
れ
は
じ
め
た
。
正
徳
一
一
年
五
月
に
知
行
所
の
半
知
差
上
げ
が
通
達
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る

一
連
々
御
勝
手
御
支
被
成
、
至
当
年
別
而
御
指
支
之
御
事
二
而
不
能
了
簡
御
大
切
至
極
之
御
曇
禄
子
一
一
候
、
依
之
御
役
勤
之
面
々
ハ
弐
拾
石
、

無
役
之
面
々
ハ
拾
七
石
手
取
二
被
仰
付
侯
ヘ
ハ
、
先
御
押
移
被
遊
御
事
二
候
段
奉
伺
候
処
一
一
、
当
時
ま
て
之
四
歩
上
ケ
ニ
て
さ
へ
い
つ
れ

も
迷
惑
可
仕
二
御
気
之
毒
被
思
召
上
侯
、
然
共
御
意
之
通
二
而
は
弥
必
至
度
御
》
支
被
成
候
、
就
夫
四
歩
上
之
上
一
一
壱
歩
い
つ
れ
茂
指
上
可

（
花
）

申
と
申
談
侯



一
御
家
中
手
取
米
之
内
為
扶
持
方
渡
、
八
月
方
十
月
迄
一
ヶ
月
高
百
石
二
弐
石
完
、
熊
本
御
蔵
一
一
て
被
渡
下

但
右
刺
紙
を
惣
銀
所
へ
差
出
可
被
申
候
、
在
宅
之
面
々
ハ
望
次
第
津
端
御
蔵
又
は
御
代
官
手
前
方
も
相
渡
候
様
可
令
沙
汰
候
間
其
段
可

－２７＝

取
可
被
渡
下
旨
之
事

但
百
石
取
ハ
役
付
無
役
共
二
弐
拾
八
石
手
取
其
以
下
ハ
右

し
手
取
米
被
渡

延
宝
八
年
の
上
知
令
が
し
つ
こ
く
知
行
所
へ
の
介
入
を
禁
止
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
襖
で
は
問
題
を
「
当
暮
ハ
先
免
井
取
立
共
二
御
役
人
し
ら

へ
被
仰
付
」
と
だ
け
述
べ
て
事
務
的
に
処
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
達
に
は
、
特
に
不

心
得
の
輩
な
き
よ
う
に
と
の
異
例
の
「
挨
拶
」
が
つ
い
て
お
り
、
ま
た
こ
の
六
月
五
日
に
は
諸
郡
奉
行
が
召
出
さ
れ
、
こ
の
度
の
措
置
は
、
今

迄
給
知
の
免
相
な
ど
が
混
乱
し
て
い
る
様
子
な
の
で
こ
れ
を
整
備
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
「
此
儀
を
下
方
取
違
、
惣
上
知
杯

（
和
）

と
唱
不
申
様
相
心
得
沙
汰
可
被
仕
」
と
の
注
意
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
知
行
取
に
動
揺
を
与
え
な
い
よ
う
並
々
な
ら
ぬ
注
意
を
払
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ぐ

而
し
て
こ
の
上
知
令
に
よ
っ
て
知
行
取
の
地
方
直
所
務
は
事
実
上
廃
止
さ
れ
、
幕
末
ま
で
回
復
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
法
の
実
施

細
則
は
、
本
藩
の
後
期
に
お
け
る
「
擬
制
的
」
知
行
制
に
つ
い
て
の
幾
つ
か
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
全
文
を
か
樫
げ
る
。

鱗
）

一
当
暮
御
家
中
知
行
免
取
立
共
御
役
人
し
ら
ヘ
ニ
被
仰
付
侯
得
共
、
大
豆
之
儀
は
唯
今
迄
之
通
銘
々
勝
手
次
第
知
行
所
方
直
二
請
取
可
被
申

侯
、
勿
論
御
役
人
徳
掛
前
々
之
通
り
相
達
無
之
様
二
仕
、
請
取
手
形
其
所
支
配
之
御
代
官
一
一
当
出
シ
可
被
申
侯
、
不
及
申
徳
懸
前
之
外
少

一
一
て
も
余
計
二
請
取
侯
共
、
其
分
ハ
御
代
官
共
御
算
用
二
立
さ
せ
不
申
筈
二
候
、
此
殿
御
代
官
共
江
も
令
沙
汰
候
条
違
却
無
之
様
二
可
被

一
手
取
米
之
儀
ハ
当
十
一
月
十
五
日
方
段
々
熊
本
井
津
端
御
蔵
一
一
て
被
渡
下
候
事

肥
後
細
川
領
の

擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

農
事
、

被
相
達
候
事



端
御
蔵
一
一
て
相
渡
申
筈

２８

一
同
百
五
拾
石
以
上
之
分
は
、
御
扶
持
方
借
其
外
共
二
差
引
、
残
米
之
内
三
ヶ
一
熊
本
、
三
ヶ
二
津
端
御
蔵
二
て
相
渡
申

一
御
家
中
知
行
所
夫
仕
之
儀
は
唯
今
迄
之
通
候
事

一
乗
馬
飼
料
糠
蕊
之
儀
茂
右
同
前
之
事

一
今
度
相
渡
候
御
扶
持
方
借
之
先
取
五
拾
め
完
之
分
は
御
双
場
二
〆
十
一
月
一
一
至
り
手
取
之
内
よ
り
差
引
仕
筈
之
事

・
．
一
江
戸
其
外
所
々
詰
之
儀
は
、
高
百
石
四
シ
六
歩
之
当
り
を
以
被
渡
下
筈
候

但
右
渡
候
様
之
儀
、
右
同
前
三
ヶ
一
熊
本
、
三
ヶ
二
津
端
御
蔵
二
て

一
右
同
定
詰
之
内
、
御
供
並
二
て
無
之
面
々
ハ
唯
今
迄
之
通
免
有
懸
り
一
一
相
渡
、
壱
シ
物
成
茂
只
今
迄
之
通
り
相
渡
申
筈
候
事

一
江
戸
へ
相
詰
居
候
面
々
ハ
、
仕
上
せ
銀
茂
有
之
事
二
付
，
十
月
朔
日
高
百
石
二
弐
拾
石
宛
津
端
御
蔵
一
一
て
可
被
渡
下
事

．
以
上｝

月

．
、

前
年
の
旅
詰
知
行
取
の
直
所
務
廃
止
と
同
じ
く
、
こ
蛍
で
は
手
取
米
支
給
で
は
あ
る
が
、
知
行
所
と
の
関
係
は
否
定
さ
れ
ず
、
大
豆
の
直
払
、

夫
仕

乗
馬
飼
料
は
従
来
通
り
の
関
係
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
延
宝
八
年
の
上
知
令
が
知
行
所
へ
の
介
入
を
禁
止
し
た
の
と
は
全
く
逆
の
方
針

で
あ
る
。
こ
の
方
針
は
す
ぐ
に
行
な
わ
れ
た
第
二
条
の
変
更
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
第
二
条
の
扶
持
方
借
の
熊
本
御
蔵
渡
し
は
不
勝

手
だ
と
い
う
こ
と
で
家
臣
達
の
反
擾
を
受
け
、
奉
行
所
で
は
譲
歩
し
て
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
。

右
渡
様
之
趣
左
之
通
．
．
》
●
；
．
．

一
高
百
石
方
百
五
拾
石
迄
ハ
、
右
三
ヶ
月
分
之
御
扶
持
方
借
井
大
豆
被
請
取
候
分
ハ
共
代
米
差
引
、
残
ル
分
之
内
半
分
ハ
熊
本
、
半
分
は
津

肥
後
細
川
領
の
心
擬
制
的
・
知
行
制
（
松
本
）

但
銘
々
糧
米
程
之
儀
は
、
望
次
第
知
行
所
方
角
之
御
代
官
手
前
方
直
二
仰
渡
候
節
相
払
せ
可
申
候
間
、
其
段
前
以
相
達
可
上
申
候
事



－２９－

右
扶
持
方
之
借
《
高
百
石
亭
弐
石
完
、
八
月
方
十
月
迄
之
分
、
銘
々
知
行
所
方
勝
手
次
第
直
二
請
取
可
被
申
候
、
左
候
而
爾
取
候
分
は
其

時
々
其
掛
り
之
御
代
官
二
当
テ
請
取
手
形
を
出
可
被
申
候
、
右
之
趣
御
代
官
共
へ
申
渡
候
、
若
知
行
所
方
直
二
被
請
取
候
而
ハ
不
勝
手
之

面
々
も
有
之

御
蔵
米
一
一
て
請
取
被
申
度
と
被
存
候
面
々
ハ
其
通
可
令
沙
汰
候
条
、
右
両
条
望
之
様
子
来
月
五
日
限
惣
銀
所
へ
可
被
相
達

候
や
在
宅
之
面
々
ハ
銘
々
知
行
所
二
而
無
之
候
て
も
其
方
角
之
御
代
官
所
又
ハ
津
端
御
蔵
二
て
望
次
第
相
渡
可
申
候

こ
撰
で
は
知
行
所
か
ら
受
取
る
の
が
原
則
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
見
て
正
徳
三
年
の
直
所
務
廃
止
は
、
延
宝
八
年
上
知
令
の
失
敗

に
鑑
み
心
家
臣
の
反
擾
の
源
で
あ
る
知
行
所
と
の
関
連
を
温
存
し
、
継
続
さ
せ
な
が
ら
、
砺
実
上
の
直
所
務
廃
止
を
図
っ
た
の
で
あ
る
ｐ
藩
側

の
こ
う
し
た
譲
歩
は
知
行
取
の
受
け
入
れ
る
所
と
な
り
、
正
徳
三
年
の
第
二
回
上
知
は
大
し
た
波
潤
も
な
く
実
施
さ
れ
た
。

延
宝
八
年
の
上
知
令
が
三
カ
年
で
失
敗
し
た
の
は
地
方
知
行
所
に
対
す
る
知
行
取
の
権
利
を
全
く
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
反
っ
て
強
圧
的
な
態

度
で
臨
ん
だ
こ
と
に
そ
の
一
因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
而
し
て
正
徳
三
年
の
上
知
令
は
そ
う
し
た
教
訓
を
活
か
し
て
、
知
行
取
の
知
行
所
へ

の
椛
利
を
認
め
っ
窟
も
、
主
要
部
分
を
藩
で
掌
握
す
る
こ
と
で
実
質
的
な
直
所
務
廃
止
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
こ
撰
に
知
行
取
に
よ
る
年
貢

直
所
務
は
否
定
さ
れ
た
が

望
む
な
ら
ば
扶
持
方
借
・
夫
仕
・
飼
料
糠
蕊
調
達
権
は
知
行
取
の
手
に
残
さ
れ
る
と
い
う
「
擬
制
的
」
地
方
知
行

制
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
み
た
よ
う
に
正
徳
三
年
の
手
取
米
支
給
制
は
地
方
直
所
務
を
廃
止
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
地
方
知
行
制
を
廃
止
し
た
も
の
で
な
か

っ
た
か
ら
、
こ
の
後
も
地
方
知
行
の
給
付
は
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

注
（
似
）
、
．
「
御
花
畑
御
奉
行
所
日
記
抄
出
」
延
宝
八
年
正
月
、
（
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
）

（
“
）
、
鎌
田
浩
前
掲
「
肥
後
藩
の
給
知
制
」
五
四
ペ
ー
ジ

（
“
）
、
「
飲
法
式
令

・
一
六
」
前
掲
「
藩
法
集
７
熊
本
藩
」
九
三
ペ
ー
ジ

（
価
）
、
「
御
触
状
如
」
正
徳
三
年
六
月
条
永
青
文
庫

（
“
）
、
前
掲
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
一
一
一
ペ
ー
ジ

（
〃
）
、
「
熊
本
藩
年
表

」
季
に
よ
れ
ば
、
天
和
二
年
十
二
月
の
条
に
当
年
作
柄
良
好
に
つ
き
百
姓
の
薪
修
を
い
ま
し
め
る
、
天
和
三
年
九
月
の
条
に
是
年
田

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
か
知
行
制
（
松
本
）



（
刀
）
、
前
掲
「
肥
後
藩
の
政
治
」

3０

右
者
今
度
上
知
・
御
給
知
高
分
ヶ
被
仰
付
候
二
付
、
惣
百
姓
中
打
寄
相
談
之
上
、
右
之
通
人
別
名
寄
帳
引
合
帳
面
調
直
申
侯
、
尤
高
反
少

々
高
下
御
座
候
分
は
願
出
割
替
申
候
而
高
組
仕
申
候
、
且
又
神
田
分
は
上
知
・
御
給
知
弐
組
被
付
置
申
候
得
共
、
神
田
高
二
掛
申
候
御
年

（
花
）

貢
諸
出
米
銀
諸
公
役
迄
弐
組
二
而
承
、
御
祭
之
儀
は
前
々
之
通
相
勤
可
申
候

す
で
に
知
行
取
の
地
方
直
所
務
は
行
な
わ
れ
な
い
が
猶
地
方
知
行
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
宝
暦
期
の
み
な
ら
ず
、
幕
末
ま
で
地
方

っ
た
。
村
高
一
二
八
石
七
斗
今

分
と
の
高
分
け
が
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
肥
後
細
川
領
に
お
け
る
地
方
知
行
制
は
正
徳
三
年
を
境
に
変
質
し
「
擬
制
化
」
し
た
。
こ
の
擬
制
的
知
行
制
の
も
と
で
、
形
式
的

に
は
従
来
か
ら
の
知
行
所
支
配
は
そ
の
ま
畠
継
続
さ
れ
た
し
、
新
し
い
配
知
も
な
さ
れ
て
い
る
。
配
知
の
順
序
を
み
る
と
、
配
知
の
村
で
は
百

姓
は
残
ら
ず
呼
寄
せ
ら
れ
、
差
紙
前
を
目
録
に
仕
立
て
上
知
・
配
知
主
へ
伝
え
、
受
取
人
立
会
の
上
で
目
録
に
闇
を
入
れ
、
も
し
差
紙
前
に
不

（
犯
）

足
で
あ
れ
ば
上
知
高
の
中
か
ら
越
高
を
入
れ
、
配
知
分
が
高
け
れ
ば
越
高
を
上
知
に
出
し
て
高
を
合
せ
て
分
配
す
る
の
で
あ
る
。

以
下
具
体
例
に
よ
っ
て
「
擬
制
的
」
知
行
制
を
検
討
し
よ
う
。
宝
暦
一
二
年
上
益
城
郡
矢
部
手
永
下
馬
尾
桁
か
耕
地
は
第
Ⅱ
表
の
如
く
で
あ

っ
た
。
村
高
一
一
一
八
石
七
斗
余
の
う
ち
上
知
分
は
財
津
国
右
衛
門
知
行
分
で
明
和
二
年
に
撫
高
五
○
石
が
上
知
さ
れ
、
第
枢
表
の
よ
う
に
給
知

（
刑
）
、
前
掲
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
一
三
五
ペ
ー
ジ

（
〃
）
、
「
御
触
状
如
」
正
徳
二
年
五
月
条
永
青
文
庫

（
刀
ｌ
巧
）
、
「
同
右
」
正
徳
三
年
六
月
条
同
右

（
胡
）
、
前
掲
「
熊
本
藩
年
表
穂
」
一
一
七
ペ
ー
ジ

（
胡
）
、
「
肥
州
録
」
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
に
よ
れ
ば
、
網
利
は
宝
永
五
年
江
戸
代
官
町
御
普
謂
御
手
伝
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
将
軍
網
吉
の
死
去
に
よ
っ
て
網

吉
廟
普
鯛
手
伝
を
命
ぜ
ら
れ
、
本
藩
の
出
費
十
五
万
両
で
あ
っ
た
。

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知

畑
満
作
に
付
、
山
本
郡
百
ュ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

四
、
「
擬
制
的
」
知
行
制
と
農
民

●
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

、
山
本
郡
百
姓
の
内
上
げ
米
を
願
い
出
づ
る
者
あ
り
、
と
あ
っ
て
、

こ
の
豊
作
が
藩
当
局
の
対
知
行
所
政
策
転
換
に
好
い
影
響
を
与
え



3１

（
ね
》

文
書
に
知
行
所
関
係
史
料
を
散
見
す
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。

へ
閲
）

こ
う
し
た
擬
制
的
地
方
知
行
の
実
態
は
、
次
の
佐
久
間
家
文
書
に
よ
っ
て
余
す
と
こ
ろ
な
ノ
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
佐
久
間
角
助
は
嘉
永
六

（
即
》

年
に
擬
作
百
石
か
ら
「
御
役
数
年
出
精
相
齢
塑
候
二
付
被
下
置
御
擬
作
百
石
地
面
被
直
下
置
」
た
が
大
坂
詰
と
な
っ
て
上
坂
、
嘉
永
七
年
閏
七
月

に
熊
本
に
下
っ
た
。
は
じ
め
て
知
行
所
に
臨
ん
だ
彼
は
楠
原
村
・
本
札
村
帳
元
に
対
し
て
、
知
行
所
住
民
の
負
担
（
夫
仕
・
は
ら
い
物
）
に
関

（
腿
）

す
る
通
達
を
出
し
て
い
る
。

今
度
我
等
江
被
拝
領
候
御
知
行
其
方
共
高
人
畜
共
一
一
被
渡
下
候
一
一
付
、
．
以
来
之
儀
申
付
侯
覚

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

第11表宝暦１２矢部手永における

上給・御給知名寄根の分属

第12表上知・御給知商人畜分知

、と 上知 財瀧殿 杉村殿 御郡間 計

郎
門
郎
吉
ヱ

鍾
窪
痘
惣
》
･理兵ヱ

新右ヱ門

､源助

仁右ヱ門

茂助

甚六

神田

荒地

反セプ
11.4.18

11.2.06

11.3.12

5.7.06

7.3.03

３．１５

４．１２

､3.23

.2.15

j4.08

.7.09

.5.03

３．００

２．１２

1１

５
５
５
５

1.00

5.21

8.21

2.06

１

８
４
４

2４

２４

１２

●
●
●

４
４
３

《
Ｈ
〕
、
》

Ｊ
〃
〃
一
八
』
曇
病
ｑ
』
伺
源
』
一
ｍ
『
″
侯
・
ｑ
』
Ｆ
駒
】
Ｆ
胸
》
飼
凋
』
Ｆ
駒
〕
△
飼
凹
。

４
０
０
の
〃
』
・
一
ｎ
〃
＆
《
Ⅱ
》
一
ｎ
叩
》
（
Ⅱ
Ｕ
、
Ⅱ
》
《
叩
Ｕ
一
列
Ⅱ
’
一
舟
Ⅱ
０
一
身
Ⅱ
０
阜
列
Ⅱ
Ｉ
《
ソ
』

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
侃
叫
。
Ｐ
『
》
Ｐ
院
．
》
『
″
″
″
口
列
“
。
△
”
“
日
『
〃
″
Ｕ
Ｐ
ｎ
》
《
叩
叩
》
一
同
『
》
Ｐ
ｎ
Ｊ
〃
《
Ｕ
〃
《
〕

。
●
●
。
●
●
●
４
●
●
●
●
●
●

“
皿
叩
塑
帖
５
８
５
５
５
９
５
４

計 47.8.12 33.8.09 18.7.18 1.3.00101.7.09

上知 御給・知

撫高

高

石

０
１
５
６

，10521

石
35.49198

43,37489 男女 牛馬

孫左衛門

次三郎

惣吉

惣五郎

徳兵衛

利兵衛

新右衛門

源助

神田

14.35228

14.3929ウ

7.19894

14.33338

10.40520

0.47248

14.42554

7.09010

7.17974

7.19392

7.12176

0.36383

５
３
５
４
４

４
２
１
１



3２

８
両
村
申
談
圃
一
ヶ
月
一
二
度
完
用
向
承
と
し
て
罷
出
可
申
事
、

佐
久
間
角
助
の
知
行
所
は
飽
田
郡
楠
原
梅
ど
下
益
城
郡
本
札
村
の
二
ケ
所
で
あ
る
が
、
こ
の
両
所
の
帳
元
が
合
懲
の
上
で
、
知
行
所
百
姓
と
し

て
の
２
か
ら
８
に
至
る
役
を
負
担
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
第
旧
表
に
掲
げ
た
「
は
ら
い
物
」
が
課
せ
ら
れ
た
。
右
の
佐
久
間
氏
へ

の
百
姓
の
負
担
は
嘉
永
七
年
に
限
ら
れ
る
の
で
な
く
連
年
の
も
の
で
あ
り

「
は
ら
い
物
」
は
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
改
訂
さ
れ
る
性
格
の
も

の
で
あ
っ
た
。

知
行
所
の
労
役
負
担
は
、
一
○
石
に
一
人
の
夫
仕
の
ほ
か
は
出
火
の
際
の
出
仕
・
年
始
の
祝
儀
・
月
一
度
の
御
用
伺
い
な
ど
知
行
取
の
身
辺

へ
の
奉
仕
で
あ
り
、
「
諸
は
ら
い
物
」
に
し
て
も
節
季
ノ
ー
の
届
け
物
程
度
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
些
細
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
こ
れ
が
強
制

さ
れ
る
と
こ
ろ
に
知
行
取
の
知
行
所
支
配
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

肥
後
細
川
領
の
唖
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

１
御
法
度
之
儀
堅
相
守

農
業
致
出
精
、
惣
百
姓
中
兼
々
熟
和
一
一
申
談
、
上
之
御
難
題
不
相
成
様
相
心
得
可
申
亭
、
我
等
江
申
達
候
儀
有
之

候
ハ
、
、
何
事
一
一
よ
ら
す
卿
之
儀
た
り
共
帳
元
分
可
申
出
候
、
併
訳
立
之
儀
帳
元
江
申
談
、
再
三
二
お
よ
ひ
候
而
も
若
取
上
不
申
候
ハ
、
、

惣
百
姓
共
よ
り
可
申
出
事

２
自
然
御
城
下
出
火
其
外
相
替
儀
茂
有
之
候
ハ
、
、
承
付
次
第
早
速
屋
敷
二
駈
付
可
申
事
、

３
人
畜
帳
面
之
人
馬
員
数
増
減
有
之
候
ハ
、
無
失
念
其
節
々
申
達
、
若
知
行
所
相
替
儀
も
候
ハ
、
、
早
々
其
段
可
申
越

４
夫
仕
儀
拾
石
高
一
一
壱
人
宛
一
一
て
十
ヶ
年
拾
人
召
仕
候
積
二
定
置
候
条
、
左
様
相
心
得
可
申
侯
、

５
夫
仕
之
儀
一
一
付
而
は
、
兼
而
被
仰
付
置
候
趣
有
之
候
間
、
右
実
置
候
外
無
拠
人
馬
入
用
之
節
は
其
訳
を
以
可
申
付
候
条
無
支
差
出
可
申

６
江
戸
御
供
其
外
御
用
二
付
人
馬
召
仕
節
は
御
格
之
通
差
出
可
申
事
、

７
毎
年
正
月
七
日
年
始
之
祝
儀
立
寄
可
申
侯
、
惣
百
姓
中
不
及
罷
出
侯
、
楠
原
村
分
帳
元
共
三
人
・
本
札
村
分
帳
元
共
弐
人
、
両
村
よ
り
都

合
五
人
昼
前
揃
候
而
罷
出
可
申
事
、

８
両
村
申
談
圃
一
ヶ
月
一
二
度
完
用
｛

事
、



肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

3３

第13表佐久間氏に対する「はらい物」

然
し
て
こ
の
「
申
付
覚
」
に
は

年
貢
・
倹
約
・
公
事
に
関
す
る
事

項
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ

と
は
正
徳
三
年
の
上
知
が
知
行
取

の
年
貢
所
務
権
を
奪
い
、
夫
仕
・

雑
役
を
残
し
た
こ
と
を
如
実
に
反

雑
映
し

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

の年

今
こ
鼻
で
正
徳
三
年
の
知
行
直

７蝿
所
務
廃
止
以
後
に
お
い
て
知
行
取

詠
の
も
と
に
残
さ
れ
た
知
行
所
支
配

垂
の
概
要
を
あ
げ
る
と
、
仙
延
宝
八

麹
年
の
上
知
令
で
残
さ
れ
た
い
御
赦

諦
免
識
）
㈲
手
作
り
地
経
営
、
②
正

ｒ蕊
徳
三
年
の
上
知
令
で
残
さ
れ
た
、

緬
的
夫
仕
、
㈲
諸
払
物
取
立
、
㈱
乗

佐
馬
飼
料
糠
蕊
取
立
、
㈲
扶
持
方

借
、
帆
大
豆
取
立
が
あ
り
、
佐
久

間
家
の
例
で
み
る
以
上
に
知
行
取

の
手
許
に
は
知
行
所
と
の
関
わ
り

月 品目 |数量 楠原村 本札村 |備 考

２月

５月

半夏前

９月

(不明）

１２月

田：甥

よも． ぎ

ちまきこも

さ狸

菖蒲女

麦粉初穂

麦からこも

くり

新米作初穐

五段松(門松）

つるの葉

Ｐ

つ ら白

だいだい

すぐりわら

わらむしろ

つるべ網(６尋）

縄

たわらはし

夫銭

１升

大１つ

１把

10把

10枚

２本

門
々
々
つ
顕
唯

１
小
一
心
－
５
２
１

6筋

１
１

｝

1束5番

20目

丑寅辰巳未申成亥の年

丑寅辰巳未申戎亥の年

７枚

丑寅辰巳未申戎亥の年

丑卯巳未酉亥年

３つ

17頭

7枚

筋
束
４
１

大そふけ１つ

14匁

子卯午酉の年

子卯午酉の年

3枚

子寅午酉の年

子寅辰午申戎年

つ
頭
枚
筋
番

２
８
３
２
５

小そふけ１つ

６匁

年番

年番

毎年

年番

隔年

河村より

毎年

″
″
″
″
″
″
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肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
年
貢
直
所
務
ｐ
公
事
出
入
へ
の
介
入
な
ど
か
知
行
所
支
配
の
最
重
要
部
分
を
欠
く
と
は
い
え
、
知
行
取
に

と
っ
て
は
関
心
を
寄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
く
に
手
取
米
の
減
少
が
激
し
く
な
っ
て
来
る
に
従
っ
て
、
知
行
所
か
ら
の
収
入
は
遁
要
な
意

味
を
も
っ
て
来
た
ｐ
・
従
つ
ヱ
知
行
所
へ
の
支
配
は
強
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
知
行
所
支
配
は
大
身
に
あ
っ
て
は
知
行
方
奉
行
を
通
し
て
行
な
わ
れ
た
．
米
田
議
場
合
家
司
１
御
知
行
奉
行
ｌ
御
知
行
根
取

Ｉ
御
代
官
ｌ
庄
屋
Ⅲ
帳
本
・
御
山
方
の
支
配
恐
縦
を
通
じ
て
、
・
知
行
所
の
経
営
が
な
ざ
れ
、
宝
暦
二
年
開
所
検
見
・
出
在
役
人
の
接
待
、
音
物

の
禁
止
、
開
所
用
水
普
請
時
の
酒
宴
公
夫
仕
な
ど
八
ケ
条
か
ら
な
る
法
度
醤
が
村
々
帳
本
宛
に
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
大
身
の
場
合
は

（
師
）

一
村
全
給
の
例
も
多
く
へ
そ
雲
こ
で
は
藩
政
機
構
の
末
端
に
つ
ら
な
る
庄
屋
が
帳
本
を
兼
ね
、
村
方
機
構
は
同
時
に
知
行
所
支
配
機
関
と
し
て
機

能
し
て
い
た
。
従
っ
て
こ
畠
、
で
は
知
行
所
支
配
が
根
づ
よ
く
残
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
小
知
行
取
の
場
合
に
は
、
佐
久
間
家
の
よ
う
に
勢
い
込
ん
で
知
行
所
に
臨
ん
だ
例
も
あ
る
が
、
「
諸
は
ら
い
物
」
の
代
銭
納
化
が
進

ん
で
く
る
と
知
行
所
と
の
関
連
が
薄
れ
「
高
・
人
畜
支
配
」
の
実
態
が
失
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
述
の
上
益
城
郡
下
馬
尾
村
の
知

●
ｍ

行
取
杉
村
喜
右
衛
門
三
百
石
は
下
益
城
郡
中
間
村
一
一
七
○
石
と
下
馬
尾
村
三
○
石
の
知
行
所
を
持
っ
て
．
い
た
が

そ
の
三
百
石
分
の
諸
払
物
其

外
諸
出
銀
一
四
八
匁
三
分
は
毎
年
十
一
一
月
中
間
村
帳
本
か
ら
達
せ
ら
れ
、
下
馬
尾
村
帳
本
が
当
村
三
○
石
分
を
取
纏
め
て
中
間
村
帳
本
へ
送
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
弘
化
三
年
の
杉
村
様
諸
払
物
代
は
七
月
取
立
分
五
十
目
三
分
と
十
一
一
月
払
九
十
八
匁
計
一
四
八
匁
三
分
で
、
下
馬
尾
村

《
閉
）

で
は
知
行
高
に
応
じ
て
一
四
匁
八
分
一
二
膨
を
納
泌
た
。
綴
に
よ
る
地
方
支
配
が
浸
透
し

、
知
行
所
が
知
行
取
に
よ
っ
て
「
諸
は
ら
い
物
」
と
夫

仕
を
収
奪
す
る
泥
け
の
存
牲
に
な
る
と
、
形
式
的
に
残
さ
れ
て
い
た
「
高
・
人
畜
支
配
」
の
実
態
は
余
程
薄
れ
て
く
ゑ

知
行
取
は
知
行
所
経

ゴ
ユ
。

営
に
全
く
関
わ
ら
ず
、
知
行
所
の
実
態
に
は
関
知
し
な
い
の
で
あ
る
。

文
化
八
年
大
村
久
兵
衛
二
○
○
石
は
知
行
所
土
益
城
郵
八
町
村
撫
潤
四
六
石
五
斗
余
に
つ
い
て
高
人
畜
の
調
査
を
命
じ
た
が

村
方
の
熟
傑

は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
、
．

》
●
．
，
；
ず
．
‐
・

右
者
八
工
村
大
村
久
兵
衛
殿
御
知
行
高
人
数
小
前
帳
、
当
時
受
持
少
茂
相
違
無
御
座
相
調
差
上
申
候
、
右
御
配
知
二
相
成
候
節
之
在
百
姓



3５

以
上
の
よ
う
に
知
行
所
支
配
は
知
行
取
に
よ
っ
て
現
物
収
納
あ
り
、
代
銭
納
あ
り
で
そ
の
間
に
共
通
的
な
あ
り
方
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

（
唾
》
・
・

い
。
「
農
務
掌
覧
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

御
給
知
村
之
儀
、
御
給
人
衆
江
諸
払
物
・
出
夫
不
格
別
無
之
候
而
相
済
候
も
有
之
、
又
ハ
夫
銀
迄
二
而
諸
払
物
ハ
相
応
之
代
銭
被
渡
下
候

も
有
之
、
或
ハ
諸
払
物
之
上
煤
掃
夫
・
越
年
夫
其
外
夫
立
・
付
届
不
仕
候
も
有
之
、
所
々
異
同
有
之
、
夫
二
応
村
方
出
米
銀
・
出
夫
等
之

取
計
不
怪
区
々
成
行
居
候
二
付
、
撫
矩
伐
取
候
儀
難
成
省
圃
候
事

郡
政
の
ベ
テ
ラ
ン
垣
塚
文
兵
衛
も
さ
じ
を
投
げ
た
感
じ
で
あ
る
が
、
知
行
所
支
配
に
も
代
銭
化
の
傾
向
が
強
く
な
り
、
知
行
取
の
寄
生
化
は
進

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

化
と
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

竃
潰
二
相
成
候
分
相
し
ら
へ
御
達
申
上
候
様
被
仰
付
奉
得
其
意
候
、
村
方
吟
味
仕
候
処
如
年
久
敷
儀
二
而
一
向
相
分
り
不
申
候
、
尤
杢
右

術
門
と
申
本
百
姓
居
申
候
処
、
五
十
ヵ
年
以
前
病
死
仕
子
孫
少
茂
無
御
座
候
へ
其
節
竃
潰
二
相
成
、
当
時
本
百
姓
は
右
政
次
と
申
者
迄
一
一

而
御
座
候
、
為
其
帳
面
を
以
御
達
申
上
候
．
以
上

（
的
）

こ
の
八
丁
村
は
寛
文
一
○
年
に
加
増
さ
れ
た
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
は
四
六
石
五
斗
余
の
高
と
政
次
の
先
祖
・
杢
右
衛
門
の
先
祖
が
知
行
所

高
・
人
畜
の
実
態
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
文
化
八
年
現
在
で
は
高
は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
人
数
に
つ
い
て
は
村
方
で
吟
味
し
て
も

判
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
大
村
家
に
は
四
カ
所
の
知
行
所
を
知
る
歌
と
し
て
、
「
玉
名
千
田
山
鹿
に
御
宇
田
益
城
に
ハ
八
丁
村
に
中
山
の

《
帥
・

村
」
と
「
千
田
御
宇
田
是
ハ
本
知
よ
八
丁
と
中
山
村
は
家
禄
也
け
り
」
の
二
首
の
歌
が
残
さ
れ
て
お
り
、
知
行
所
に
無
関
心
だ
っ
た
と
は
思
わ

れ
な
い
が
、
実
情
は
、
知
行
所
の
実
態
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
こ
れ
ら
の
村
が
知
行
所
で
あ
り
、
年
々
「
諸

は
ら
い
物
」
と
夫
仕
を
提
供
す
る
所
で
あ
る
事
を
忘
れ
な
い
た
め
の
歌
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
村
家
が
知
行
所
の
実
態
を
知
ら
な
く
な
っ

て
久
し
い
よ
う
で
あ
る
が
、
他
の
例
か
ら
見
て
も
そ
の
間
で
も
恐
ら
く
知
行
所
か
ら
の
「
諸
は
ら
い
物
」
と
夫
仕
の
提
供
は
欠
か
さ
れ
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
多
分
村
方
は
「
吟
味
仕
り
候
処
年
久
敷
儀
二
而
一
向
相
分
り
不
申
」
な
が
ら
も
、
大
村
家
の
知
行
所
高
に
相
当
す
る
「
諸
は
ら

い
物
」
と
夫
仕
を
提
供
す
れ
ば
よ
か
っ
た
し
、
大
村
家
で
も
収
入
と
労
力
が
確
保
さ
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
知
行
取
の
寄
生



肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

詮
ん
で
行
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

肥
後
細
川
領
に
お
け
る
近
世
全
体
を
通
じ
て
の
知
行
制
を
素
描
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
変
遷
の
概
要
を
掴
む
こ
と
が
で
き
た
が
、
本
稿

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
問
題
も
多
い
。
そ
の
一
つ
は
、
本
稿
に
云
う
と
こ
ろ
の
「
擬
制
的
」
知
行
制
の
存
在
意
義
で
あ
る
。
地
方
知

注
（
乃
）
、
「
飲
法
式
令
」
前
掲
「
藩
法
集
７
熊
本
藩
」

（
刀
）
、
「
宝
暦
十
二
年
上
益
城
矢
部
手
永
下
馬
尾
村
上
知
御
給
知
田
畠
地
引
合
見
図
帳
」
上
益
城
郡
矢
部
町
井
手
久
雄
氏
蔵

（
泊
）
、
「
上
知
御
給
知
高
分
覚
」
全
右
、
井
手
久
雄
氏
蔵
。

（
刃
）
、
松
本
「
村
政
に
お
け
る
地
方
知
行
の
史
料
」
（
昭
和
四
十
三
年
度
「
年
報
熊
本
近
世
史
」
）

（
帥
）
、
佐
久
間
文
密
、
熊
本
県
立
図
書
館
蔵

（
別
）
、
「
先
祖
附
さ
」
永
青
文
庫
に
よ
れ
ば
佐
久
間
氏
は
元
禄
仙
年
新
知
一
五
○
石
、
五
代
目
兵
助
の
時
一
○
○
石
と
な
り
、
病
乱
の
た
め
知
行
屋
敷
召

上
、
弟
平
大
夫
が
七
人
扶
持
か
ら
再
出
発
し
、
や
が
て
擬
作
高
一
○
○
石
の
時
代
を
経
て
、
集
太
（
角
助
）
が
嘉
永
六
年
地
面
に
直
さ
れ
た
。

（
腿
）
、
「
覚
」
前
掲
、
佐
久
間
文
脅

（
開
）
、
「
肥
後
国
志
草
稿
」
に
よ
れ
ば
楠
原
村
は
三
三
一
石
余
、
本
札
村
は
四
一
○
石
余
で
あ
る
。
と
も
に
一
村
相
給
で
あ
る
。

（
別
）
、
御
赦
免
開
は
武
士
に
許
さ
れ
た
土
地
開
発
梅
で
あ
る
。
前
掲
「
原
典
に
よ
る
近
世
農
政
語
錠
集
」
二
○
四
’
二
○
五
ペ
ー
ジ
。
御
赦
免
開
は
知
行
所

周
辺
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
後
述
す
る
大
村
氏
（
知
行
所
、
千
田
村
、
御
宇
田
村
、
八
丁
村
、
中
山
村
）
は
全
く
関
係
な
い
上
益
城
安

永
村
、
菊
池
下
河
原
村
に
御
赦
免
開
を
持
っ
て
い
る
。
許
可
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
持
つ
こ
と
が
出
来
た
し
、
上
納
は
反
別
一
升
八
合
で
あ
っ
た

か
ら
前
期
に
多
く
行
な
わ
れ
た
、
後
期
に
は
一
門
御
三
家
の
他
は
禁
止
さ
れ
た
。

（
閉
）
、
米
田
家
は
一
万
五
○
○
○
石
世
襲
第
二
家
老
で
、
代
々
長
岡
姓
を
許
さ
れ
た
。

（
邸
）
、
「
御
知
行
方
江
御
沙
汰
之
害
附
」
藤
岡
文
番
、
熊
本
県
立
図
密
館
蔵

（
師
）
、
前
掲
藤
岡
文
雷
、
菊
池
郡
大
津
町
大
塚
文
密
な
ど

（
肥
）
、
「
雑
記
古
三
番
」
前
掲
、
井
手
久
雄
氏
蔵

（
”
）
、
「
文
化
八
年
二
月
、
上
益
城
甲
佐
手
永
八
丁
村
大
村
久
兵
術
殿
御
知
行
高
人
数
小
前
帳
」
あ
と
が
き
、
大
村
文
醤
、
熊
本
市
松
山
裕
氏
蔵

（
”
）
、
「
細
川
綱
利
宛
行
状
」
全
右
大
村
文
書

（
例
）
、
「
覚
」
同
右
、
大
村
文
書

（
奴
）
、
「
農
務
掌
覧
」
井
田
術
義
分
類
四
’
四
○
、
熊
本
県
立
図
譜
館
蔵

結
び
に
か
え
て



あ
ろ
う
。

3７

行
が
直
所
務
の
否
定
に
よ
っ
て
そ
の
質
的
変
化
を
要
求
さ
れ
、
「
蔵
米
同
前
」
の
形
態
を
取
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
直
所
務
の
否
定
に
よ
っ

●
●

て
も
地
方
知
行
は
直
ち
に
蔵
米
取
と
は
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
「
蔵
米
同
前
」
な
の
で
あ
っ
て
、
逆
に
云
え
ば
地
方
知
行
支
配
に
は
直
所
務
が

否
定
さ
れ
て
も
な
お
残
さ
れ
る
部
分
ｌ
「
諸
は
ら
い
物
」
お
よ
び
「
夫
仕
」
ｌ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
し
た
点
に
擬
制
化
し
な
が
ら
も

地
方
知
行
が
存
続
す
る
理
由
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
「
夫
仕
」
の
問
題
は
藩
士
の
軍
役
負
担
と
の
関
連
に
お
い
て
見
直

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
藩
に
お
け
る
軍
役
負
担
は
百
石
に
つ
き
五
人
を
原
則
と
す
る
が
、
こ
の
軍
役
負
担
は
知
行
所
百
姓
の
夫
仕
を
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
身
の
場
合
に
予
備
兵
力
と
し
て
「
郡
筒
」
を
登
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
知
行

所
の
無
高
百
姓
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
例
が
下
級
藩
士
に
も
適
用
さ
れ
る
か
は
検
征
さ
れ
て
な
い
が
、
更
に
考
究
の
要
が

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
地
方
行
政
官
と
し
て
地
方
か
ら
登
用
さ
れ
の
ち
に
は
転
任
す
る
に
至
っ
た
手
永
の
惣
庄
感
障
対
す
る
地
方
知
行
の
給

付
で
あ
る
。
前
述
の
藩
士
の
知
行
取
が
、
原
則
と
し
て
城
下
町
に
居
住
し
、
知
行
所
と
の
関
わ
り
が
薄
い
の
に
対
し
て
、
惣
庄
屋
の
場
合
は
、

も
と
も
と
在
地
の
名
望
家
・
土
豪
に
出
自
を
も
ち
、
そ
の
権
限
も
地
方
と
の
深
い
関
連
を
も
つ
上
に
、
知
行
所
は
必
ら
ず
任
地
に
得
て
い
る
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
近
世
知
行
制
下
に
お
い
て
最
も
在
地
性
が
強
い
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
藩
士
の
地
方
知
行
の
傾
向

と
同
一
に
取
扱
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
さ
え
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
積
残
し
た
問
題
に
つ
い
て
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

第
二
に
知
行
取
の
地
方
と
の
関
連
の
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
知
行
所
と
御
赦
免
開
と
の
関
係
で
あ
る
。
御
赦
免
開
は
知
行
取
・
御
惣
庄

園
》

屋
ｐ
在
御
家
人
に
許
さ
れ
た
荒
地
開
発
権
で
あ
る
が
、
も
し
知
行
取
の
在
地
性
と
の
関
連
が
問
題
と
な
る
な
ら
ば
、
御
赦
免
開
の
様
態
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
近
世
に
お
け
る
地
方
知
行
に
在
地
経
営
的
側
面
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
御
赦
免
開
は
藩
士
に
土
地
経
営

を
認
め
た
特
異
な
制
度
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
地
方
二

肥
後
細
川
領
の
．
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）



3８

肥
後
細
川
領
の
，
擬
制
的
．
知
行
制
（
松
本
）

（
兜
）
、
注
別
参
照

（
則
）
、
花
岡
興
輝
『
近
世
大
名
の
領
国
支
配
の
構
造
』
は
、
近
世
全
期
に
お
け
る
細
川
領
の
惣
庄
屋
の
先
祖
付
を
集
大
成
し
た
も
の
で
、
惣
庄
屋
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
に
欠
せ
な
い
史
料
で
あ
る
。
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